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RCJ Re: Quest

概 要
日 時	 8月23日（木）〜26日（日）  3泊4日
場 所	 日本連盟・大和の森 高萩スカウトフィールド
参加人数	 24県連盟105人 
テ ー マ	 Good Resolution

　一昨年、11年ぶりに開催したローバースカ
ウト年代の野営大会「RCJ クエスト2016 in 高
萩」。あれから2年、再び全国のローバースカウ
ト年代が高萩スカウトフィールドに集いました。
　今回の大会名称「Re: Quest」には、2年前
の RCJ クエストの再来という意味の「Re:」、近
いうちにムートを開催したい! という「Request

（要求）」という意味合いが込められ、前大会よ
りもパワーアップしたプログラムを展開し、同
年代の仲間と交流したり、地元の小学生に野
外活動を体験していただく企画の運営をしたり
しました。その模様をご紹介します。

全国ローバースカウト会議
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RCJ Re: Quest

半日プログラム
　今大会では、日ごとにプログラムの展開を変え、参加者
は期間をとおして自身の選択によりさまざまなプログラム
に参加しました。
　大会2日目には、午前と午後で異なるプログラムに参加
できるよう半日プログラムを展開。「プチ・ツール・ド・高
萩」「ROVERING×SDGs フォーラム」「土

つち
岳
だけ

ハイキング」
「ウッドクラフト」の4プログラムのほか、参加者の持ち込み
プログラム「SCOUTUBE in RCJ Re:Quest」（午前のみ）と

「高萩音楽会」（午後のみ）の2つも実施され、さまざまなジ
ャンルの中から自身の興味関心によるプログラムを選択す
ることで、より多くの体験をする機会を得ました。
　「SDGs フォーラム」では、昨夏アゼルバイジャンで開催
された第13回世界スカウトユースフォーラムでも取り上げ
られた「SDGs（持続可能な開発目標）」をテーマに、私たちの
スカウト活動に関連すること、私たちが積極的に取り組ん
でいけることを、短い時間ですがディスカッションしました。
　SDGs を遠い世界のこととせず、ローバースカウトの活
動をベースとして話し合いました。今回のプログラムを機
に、気軽でありながら真面目に話し合うことのできる機会
が今後も全国に広まっていくことを期待しています。

8月23日（木）	 参加者入場、開会式、設営、オープニングナイト
8月24日（金）	 半日プログラム、ローバーカフェ
8月25日（土）	 一日プログラム、ローバーナイト
8月26日（日）	 撤営、閉会式、参加者退場
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一日プログラム
　大会3日目は、一日プログラムを実施。この日
のプログラムは「茨城 DAY」「サイクリング」「市
街散策」「堅

たつ
破
われ

山
さん

征服」の4つ。半日プログラム
同様、事前に参加プログラムを選択し、高度な野
外活動への挑戦や地域社会を知る活動、地域貢
献といった、高萩でしかできない4種4様のプロ
グラムに参加しました。
　特に地域貢献として実施した「茨城 DAY」では、
茨城県内の小学生と保護者を対象に自然体験プ
ログラムを提供。場内ハイキングや火起こし・ロ
ープワーク体験、キャンプファイア体験のそれぞ
れのコーナーで指導したり一緒に場内を巡ったり
することで、ボーイスカウト活動の PR にも貢献し
ました。
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ナイトプログラム
　大会期間中、毎日異なる目的でナイトプログラ
ムを実施しました。初日の夜は「ウェルカムナイ
ト」。ローバー年代の野営大会を開催できること
を感謝し、参加者全員でお祝いの夜を過ごすとと
もに、翌日以降のプログラムのグループに分かれ
てアイスブレイクを行いました。2日目の「ローバ
ーカフェ」は、小グループに分かれてスウェディッ
シュトーチの温かな火を囲み、落ち着いた雰囲気
の中で語り合い。3日目は「ローバーナイト」。前
日のローバーカフェとはうって変わり、歌って、踊
って、祝ってと、大会最後の夜に大いに盛り上が
り、別れを惜しみつつ再会を誓う夜となりました。

　2年ぶりに開催することができた、ローバースカウトのローバースカウト
によるローバースカウトのための野営大会「RCJ Re: Quest」。
　きっかけは「RCJ フォーラム2015」でした。フォーラムの討議で「ローバ
ースカウト年代の野営大会を開催したい」という声が上がり、RCJ 運営委員
会、RCJ クエスト実行委員会が中心となり、2016年に「RCJ クエスト」を開
催しました。実に11年ぶりとなるローバースカウトの野営大会でしたが、終
了直後から「今後もやりたい」「次はいつ ?」「もっと長い期間で」という期待
の声が各地から集まり、今回の大会を開催することとなりました。
　RCJ 結成以後、このようなスカウトたちの意見が集約されるだけではな
く、実際に大会を開催できるようになったのは、RCJ 構成員の強い想いと、
それに応えようと尽くす歴代 RCJ 運営委員の力によるものだと思います。

　今回の大会は、実行委員にとっても参加者にとっても、ゴールではありま
せん。将来的な「ムート」の復活、そして個々のスカウトの今後のローバーリ
ングの発展を目指すための大会です。これを実現するのに必要不可欠なの
が「Good Resolution」です。
　ローバースカウト年代の皆さん、今後もさまざまな場面で「Good 
Resolution」が求められると思いますが、これからのローバースカウトがよ
り充実した活動を行えるように「Good Resolution」の考えを続けていき
ましょう。その活動の中で、今後も継続してローバースカウト年代の野営大
会が開催されることを願っています。
　最後に、今大会を開催するためにご支援いただきました多くの皆さまに、
深くお礼申し上げます。今後も、全国のローバースカウト年代のために、ご
支援、ご協力いただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

実行委員長より

RCJ Re: Quest 実行委員長
千葉県連盟船橋第5団

出口 裕理

　今回、初めて全国規模のローバースカウトのプログラムに
参加し、この運動もまだまだ捨てたものではないと改めて感
じました。
　実行委員会を中心にした準備、運営、参加者との協働、ロ
ーバースカウトの情熱を肌で感じることができた大会でした。
特に実行委員は、現地の下見や数回にわたる計画会議を行
い、集まれない間もインターネットをうまく活用しながら打ち
合わせを重ね、自分たちで大会を作りあげ、開催日を迎えま
した。そうしてプログラムに参加したローバースカウトの笑顔
が忘れられません。
　全国の指導者の皆さん、この大会を身近なローバースカウ
トにご紹介いただくとともに、ぜひ一度、彼らのプログラムを
見学してみませんか。

日本連盟プログラム委員
竹内 和夫
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2018年
夏の海外派遣

　ボーイスカウト活動の中で「国際交流」は大きな魅力のひとつで
す。世界には、169の国と地域に約4千万人のスカウト仲間がい
て、今夏の第17回日本スカウトジャンボリーに海外12の国と地
域からスカウトが参加したように、さまざまな交流の機会があり
ます。今号では、この夏に行った海外派遣の様子をお届けします。

※ CJK：China（台湾）、Japan（日本）、Korea（韓国）

　派遣員2人は IST として大会に参加。期間中、
大会本部のプログラム部に配属され、プログラ
ムブースの設置や運営に関わりました。ジャン
ボリー自体は、最終日に予定されていた閉会式
が台風の影響による荒天のため中止となりまし
たが、期間を通じて、外国連盟から参加した仲

間と交流を深めたほか、1人は期間中に行われ
た「フレンドシップアワード」（事前に選定された各
国指導者を会場内で捜して、出されたミッションをク
リアするともらえるアワード）の指導者として選ば
れ、参加スカウトとより多くのコミュニケーショ
ンをとることができました。

国際パトロールジャンボリー派遣
韓国・江原道 ソラクサン  第25回世界スカウトジャンボリー会場

7月31日（火）〜8月7日（火）

第5回

派遣員：	星野輝（愛知・日進第1団 CS 隊副長）
	 川瀬綾音（大阪・大阪第85団団委員）

　「ベンチャースカウトによる協働事業」として始まった、CJK ベ
ンチャープロジェクトは今年で6回目の開催となりました。今回は
台湾で開催。3か国が混成グループに分かれ、台南地域の地域
住民センターでの奉仕や地元高等学校の生徒たちとの交流、近隣
の清掃活動を実施したほか、高雄市に移動して文化遺産などを訪
れ、台湾南部の文化について理解を深めました。 参加スカウトは、
さまざまな活動の中でお互いの国の文化についても理解したほか、
プロジェクトを通じて、協働することがいかに大切かを学びました。

2018 CJKベンチャープロジェクト派遣
台湾・台南、高雄

8月1日（水）〜8日（水）

派遣員：	平子巧派遣隊長（神奈川・藤沢第21団 CS 隊副長）
	 池田潤（神奈川・鎌倉第2団 VS）
	 水谷萌（東京・目黒第9団 VS）
	 矢野百花（兵庫・西宮第1団 VS）

　オーストラリア短期留学派遣は今年で実施25年目を迎えました。
オーストラリアのスカウトの家庭でホームステイをして現地の学校
へ通学し、スカウト活動への参加などを通じて語学力の向上をはか
ったほか、現地の文化を学び、言葉の壁を越えた交流を行いました。

短期留学派遣
スカウト・オーストラリア

オーストラリア・

派遣員：	山口ゆう（兵庫・神戸第43団 VS）

7月22日（日）〜8月26日（日）

西オーストラリア州パース市郊外

学校では英語のみの授業に戸惑うこともありました
が、クラスメートたちの助けもあり、楽しい日々を過
ごせました。スカウト活動では、折り紙を紹介したり、
おにぎりなどの簡単な日本食を作ったりと日本文化
の紹介もできました。ホストファミリーとも有意義な
時間を過ごせ多くの経験を積むことができました !

自分の英語が伝わるか、交流が深ま
るか、不安や緊張がありましたが、一
緒に活動するうちに少しずつコミュニ
ケーションをとれるようになりました。
帰国するころには、みんなと別れるの
がとても悲しくなるほど、楽しくプロ
ジェクトに参加することができました。
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　4年に1度開催される世界スカウトジャンボリ
ー。いよいよ来年の夏、第24回世界スカウトジ
ャンボリー（24WSJ）が開催されます。今回は
カナダ、メキシコ、アメリカの3か国連盟が合
同でホストを務め、アメリカのウェストバージニ
ア州にあるアメリカ連盟サミットベクテルリザ
ーブを会場に、世界から約35,000人が集まる
予定です。大会期間は2019年7月22日から
8月2日までの11泊12日。日本派遣団の派遣
期間は参加隊で約16日の長期にわたります。
　2015年夏に山口県で開催された第23回世
界スカウトジャンボリーでは、155の国と地域
から約34,000人が集まり、ホームステイの受
け入れなども含め、ホスト国として全国各地で
世界のスカウトたちとすばらしい体験ができた
ことは、皆さんの記憶に新しいと思います。今
回、前ホスト国である日本は、当初予定してい
た1,000人を超える約1,200人の派遣団を編
成して24WSJ に参加します。
　今大会のテーマは「新世界の扉を開こう
“UNLOCK A NEW WORLD”」。サミットベク
テルリザーブは東京ドーム約1,212個分に相
当する広大な野営場で、その自然を活用したプ
ログラムを数多く常設しており、ジャンボリー
では全長1km にもなるジップラインをはじめ、

　近年は、インターネットや SNS の普及などにより、以前に比べ
て海外旅行や海外との交流がより身近なものとなっています。ま
た、国内に外資系の企業なども増え、いまや「グローバル」という
言葉は当たり前になりつつあります。
　その中でも、ボーイスカウトによる国際交流は、他に代わるもの
のない貴重な機会といえるでしょう。言葉に自信がなくても、「ボ
ーイスカウト」という共通項があるだけで、少し積極的になれるか

もしれません。実際に会ってしまえば、スカウトたちは工夫し、柔
軟に意思疎通を図り、友情を深めます。そのような機会が、ボーイ
スカウトにはたくさんあります。海外派遣の対象ではない年代のス
カウトには、日本に招いたり受け入れたりするという方法で国際交
流することもできます。ぜひ、そのような機会を活用して、ボーイ
スカウト活動の特性のひとつでもある「国際性」を積極的に展開し
ていきましょう。

第24回世界スカウトジャンボリー

空中散歩を楽しめる「ロープスイング」や、ラ
フティングやカヌー、スキューバダイビングな
どの「ウォータースポーツ」といったハイアドベ
ンチャープログラムに挑戦します。また、ジャ
ンボリーならではのプログラムとして、地球規
模で起きているさまざまな問題について考え、

行動を起こすきっかけとなる「GDV（Global 

Development Village）」などもあり、バラエテ
ィに富んだプログラムを体験しながら、海外の
スカウトと交流を深めます。
　大会の様子は、大会開催後に本誌にてお伝
えする予定ですので楽しみにお待ちください。

　日ごろの活動を通じて体得した知識、技能、精神
を一層高めるとともに、台湾をはじめとする13の国
と地域から参加した同年代スカウトとの交歓により、
国際協力の意識を高め、理解と友情を深めました。

台湾ローバームート派遣
8月17日（金）〜23日（木）

第14回

台湾・台南 烏山頭
派遣員：	安部京（神奈川・鎌倉第2団 RS）
	 川原田昌徳（東京・千代田第7団 RS）
	 武藤恵祐（和歌山・橋本第2団 RS）

台湾ロ―バームートに参加し、台
湾のスカウティングを学びまし
た。台湾では、大学生になってか
らスカウトになる人も珍しくはあ
りません。今回学んだことを、日
本のスカウティングに取り入れて
いけたらよいと思いました。台湾
ローバームート終了後は、日本に
遊びに来た台湾の友だちに東京
の街を案内するなど、その後も交
流を深めています。
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　2012（平成24）年、大和ハウス工業株式会社より寄贈を受け、日本連盟の新たな野営場として誕生した「大和の森 高萩スカ
ウトフィールド」。今号では、この野営場の成り立ちと活用計画、将来像などについてご紹介します。

日本連盟創立100周年に向けて 

ボーイスカウト再興への道
シリーズ⑸ 番外編

■■取得の経緯
　山中野営場は、過去数十年にわたる多額の賃借料に加え、管理棟や宿
泊棟の老朽化と耐震の問題を抱えており、閉場を余儀なくされている状
況でした。賃借料については、その解決策として借地の取得に関する交
渉を長年してきましたが、恩賜林であり県有地であることなどから、叶
いませんでした。そしてなにより、隣接する住宅や別荘が増えて、ボー
イスカウトならではの隊キャンプや営火などにふさわしい、静かで、かつ
思いきり声を出して歌うことのできる環境でなくなってしまったことが、
山中野営場の閉場を決意する大きな要因でした。
　この歴史ある山中野営場の代替地となり得る場所、ジャンボリー常設
会場となり得る場所、そしてなにより、スカウト運動発展のために青少年
の本格的な野外活動に重点を置いたフィールドとなる新たな野営場の取
得を模索し、各地の自治体等に候補地の打診をしていたところ、2011
年秋に当時の橋本茨城県知事から「ボーイスカウトで活用できるかもし
れない土地がある」というご提案がありました。それが、茨城県北部に
位置する高萩市の土地です。その活用について、所有していた大和ハウ
ス工業から県に相談があり、知事からボーイスカウトに紹介されたので
す。その後、大和ハウスの樋口会長と日本連盟奥島理事長が直接交流し、

「日本の将来を担うたくましい青少年の育成に役立ててほしい」と寄贈
していただくことになりました。

■■整備計画
　寄贈していただいた271ヘクタール（約82万坪）の土地は、標高差約
200m の山あり谷ありの山林で、ジャンボリー会場とするには難しい地
勢ながら、スカウトのキャンプ地としてのニーズには非常に適した自然
豊かな場所でした。日本連盟では、ありのままの自然をなるべく生かし
た冒険的活動の場として、この高萩の地を開拓していくことにしました。
　茨城県および高萩市からは「地域活性の一端を担う場」として、また、
大和ハウスからは「日本の将来を担う青少年の育成に役立つ場」としての
ご期待を受け、それぞれ整備計画にご支援をいただくことになり、主要
な野営区画の樹木伐採などの開拓、上下水道、施設や建造物、そしてア
プローチ道路などについての整備計画を進めました。

大和の森 高萩スカウトフィールドの
活用について

■■整備状況
　2012年春には大和ハウス工業
と正式な譲渡契約を交わし、同年
夏より、100人程度のキャンプが
可能なベースキャンプ地の開拓
作業に着手。井戸を掘削し、仮設
トイレを設置しました。
　2014年以降、さらなる野営
地開拓、上下水道や駐車場など
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整備に要した費用（2013〜2017年度）
　左記一連の整備に要した費用はおよそ6億7千万円。 その半分強

（57%）にあたる部分は大和ハウス工業、茨城県、高萩市から寄付や補助
金としてご支援いただいたものです。

❺広場
　日本ジャンボレット高萩2017ではプ
ログラムブースが立ち並んだ場所です。
約20個のプログラムブースを展開でき
るスペースがあり、営火場も近いです。

❷キャンプサイト
　800人程度がテント泊できる場所で
す。地図で黄色のエリアをキャンプサイ
トとして利用できます。

❸新平荘（管理棟）
　約40人が宿泊できる宿泊室、食堂・
厨房、会議室、研修室、浴室、管理人室
などがある建物です。

❶アリーナ（野外ステージ）
　1,500人規模のイベントを開催でき
る場所です。常設の照明や音響設備は
ありません。

❹スカウトホール（野外講堂）
　100人程度が入れる屋根付きの講堂
です。照明もあるので夜間の利用も可
能です。

土地（82万坪） 無 償

建設費用
（1）フィールド整備 358,516,000

土地造成、道路、駐車場 121,733,000
屋根付集会場、シャワー・トイレ棟等 236,783,000

（2）管理棟（新平荘） 312,824,000
建物建設 286,470,000
備品、消耗品、建物取得税等  11,666,000
取水設備（30年度） 14,688,000

合計（1）+（2） 671,340,000

財源
（1）寄付金・補助金 381,900,000

寄付金（大和ハウス工業） 248,400,000
補助金（茨城県 高萩市） 133,500,000

（2）自己資金 289,440,000
建物補修等積立資産取崩（山中野営場） 187,967,000
一般運転資金 101,473,000

合計（1）+（2） 671,340,000

現在の高萩スカウトフィールド主要設備
⃝	管理棟／宿泊室40人　食堂・厨房、会議室、研修室、浴室等
⃝	野外講堂／200㎡
⃝	水汲み場／2箇所
⃝	キャンプサイト（テント泊約800人）

⃝	営火場（50人程度）

⃝	広場、アスレチック設備
⃝	野外ステージ（2,000人）

⃝	水洗トイレ棟・温水シャワー棟／各2棟
⃝	駐車場（40台）

の整備に続いてトイレ・シャワー棟、屋外集会場といった設備を順次整
えました。2016年にはおよそ800人収容規模までキャンプサイトを開
拓。2017年夏には高萩スカウトフィールドとしてのグランドオープンを
迎え、野外ステージや管理棟も完成。野営場全体からすればごく一部で
はありますが、当初計画した主要エリアとその近隣にある滝エリアの整
備をほぼ終えるに至りました。
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■■活用計画
	A	スカウト王国計画
　主要エリアのインフラ整備にこれまである程度の資金を投入してきま
したが、今後はスカウトのさまざまな自主的なプロジェクトの展開や開
発を行います。たとえば全国のスカウトの希望する隊に100坪から1ヘ
クタールほどの区画を割り当て、自分たちの知恵と工夫で木の上の家や
広場を作り、自分たちの王国を作ることを強力に推進します。
1.	さくらの森プロジェクト

　関係諸機関から苗木の寄贈などをいただきながら、地域社会の皆
さんとの協働による植樹事業を展開。高萩スカウトフィールドを桜の
名所に育て、愛着をもっていただきます。

2.	子どもの夢の森・里山化整備事業
　カシやシイの実をつける広葉樹におおわれた、リスや小鳥の楽園
ともなる雑木林、「子どもの夢の森」を育てていきます。

3.	BS 教育にふさわしいキャンプサイト化
　低木の植林も進め、親密な活動ができる班サイト、それらが寄り合
う隊サイトとして使いやすいキャンプサイトを作っていきます。

	B	 スカウトの訓練基地化計画
1.	サマーキャンププロジェクト

　少人数の隊でも夏休みにここに来ればさまざまな冒険プログラム
が体験できる、同行指導者は指導者研修もあわせて受講できる、と
いうような夏季事業、それ以外の時期にも提供できるプログラムを
常設していきます。

2.	富士特別野営（2019〜）プロジェクト
　スカウトの最高峰である富士スカウトと、富士スカウトを目指し挑
戦するベンチャースカウトのための高度なアドベンチャー活動。これ
まで山中野営場で開催してきましたが、今後は高萩スカウトフィール
ドを拠点に、さらに冒険的な活動を展開していきます。

3.	日本連盟主催各種指導者訓練
　班サイト、隊サイトに適した自然豊かな環境を活用して、各種の指
導者訓練事業のメイン会場としていきます。

4.	地域社会との協働事業
　地元地域の自然保護活動、研修事業、子どもたちの環境教育など
に大いに活用してもらえるよう門戸を開き、野外活動や自然の楽しみ
方などを支援。ともに野営場を活用していきます。

■■将来への展望
　プログラム委員会のもとに高萩スカウ
トフィールド活⽤タスクチームを設け、
さまざまな活用法を検討していくととも
に、フィールドの維持、管理、開拓を目
的とした管理特別委員会を設置し、施設
や経費の管理を進めるほか、日本連盟創立100周年（2022年）に向けた
記念基金の創設などについても検討していきます。
　また、地元の子どもたち、地域社会の皆さんにも加わっていただける
植樹事業や自然体験教室などにも積極的に取り組んでいき、ボーイスカ
ウトのためだけではない、開けたフィールドに育てていきましょう。
　そしてなにより、この広大なフィールドの自然を存分に生かして、スカ
ウトたちのさまざまな冒険的活動が活発に展開できる野営場として、ま
たさまざまな指導者研修の場として、この高萩スカウトフィールドを大い
に活用してまいりましょう。

■■主な活用実績
　野営場の整備を進めながら、段階的にさまざまな事業をこのフィール
ドで展開しました。

2013年秋

茨城県連盟グリーンバーの集い
　初めてスカウトが野営場を利用。約
100人

2015年秋〜

しぜんとあそぼデイキャンプ
2015、16、17
　地球環境基金の助成を受け、地元
高萩市内の小学生に向けた野外授業と
して自然体験活動を実施。それぞれ約
200〜450人（2018年も継続実施）

2017年夏

日本ジャンボレット高萩2017
　ビーバーからローバーまで全部門の
スカウトがそれぞれの活動で参加でき
る初の全国野営イベント。大和の森 高
萩スカウトフィールドのグランドオープ
ニング事業として開催。1,722人

2017年秋

出会いと体験の森へリーダーズキャンプ
　日本キャンプ協会、YMCA、YWCA、ガールスカウト、ボーイスカウ
トの5団体に所属する18歳以上のキャンプリーダー研修事業。29人

2017年冬

ニコニコキャンプ冬の部
　東日本大震災で被災した福島の子どもたちを招いての交流キャンプ。
毎年夏と冬に那須野営場で開催してきたものを高萩で開催。38人

2016年夏

RCJ クエスト 2016 in 高萩
　全国から集まったローバースカウトに
よるワークキャンプ。青年たちが交流
しながら自分たちの手で野営場の開拓
と整備を進めた。30県連盟から106人

2018年夏

RCJ Re: Quest
　全国のローバースカウトが冒険活動を共にし、また期間中に茨城県内
の小学生を招いて自然体験活動を提供。24県連盟105人

高萩スカウトフィールドまつり（茨城 DAY）
　上記の県内小学生を招いた事業。小学生および保護者62人

※上記 2 事業は本誌 2〜5 頁に関連記事

茨城県委託　親子キャンプ
　県内の家族を招いた事業。14家庭46人
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　「セーフ・フロム・ハーム」思いやりの心を育む教育の取り組みも3年
目となりました。指導者の皆さんは、年度ごとに登録前研修を受講する
だけではなく、セミナーなどに参加することでより意識的に取り組まれ
ていることと思います。
　安心かつ安全であるということは、活動において重要なことです。こ
こで改めて確認していただくために、「セーフ・フロム・ハーム」の取り
組みの基本を簡単にまとめました。

　スカウトにとっては、自分自身と周りの人々を危害や危険から守ること
を学ぶことがセーフ・フロム・ハームです。また、セーフ・フロム・ハー
ムに取り組むことにより、他の人々への「思いやりの心」を育成し、人格
や品性を高めます。
　ビーバースカウトやカブスカウトは、活動の中でやさしく理解できる
セーフ・フロム・ハームに関するお話やゲームなどを作って活用します。
ボーイスカウト以上では、班長会議等で議論すべき項目として取り入れ、
スカウト自身が考える機会を設けたり、フォーラム等を実施したりします。
各行事（地区や県連盟等）の中で、セーフ・フロム・ハームについて学習し
たり考える時間等を設けます。
　海外派遣等ではセーフ・フロム・ハームを事前に学ぶ機会を設けます。

「セーフ・フロム・ハーム」・安全委員会

■野外活動のための安心・安全講座

「セーフ・フロム・ハーム」
思いやりの心を育む教育の取り組み

セーフ・フロム・ハームの取り組みは、
大人は	 禁止事項を明確化し、ルールを守ります。
	 そして、良識を身につけ、ルールに従うことを学びます。
子どもは	 大人が禁止事項を設けないで、自分たちで考えます。
	 そして、相手の気持ちを思いやる心を育み、自らを守る
	 知識や技能を身につけます。

嬉しいことをしよう」「相手が喜ぶことをしよう」などと、否定ではなく肯
定の形で言うとよいでしょう。そして、指導者自身が実践する姿をスカウ
トに見せ、取り組んでいくことをお勧めします。

方 軼羣（ファン・イー・チュン）作／絵本『しんせつなともだち』要約取り組み例

冬の森の中のお話です。
野山に雪がたくさん降り積もったある日、食べ物がなくなった子ウサ
ギは食べ物を探しに出かけ、カブを2つ見つけます。そして、1つだ
け食べ、もう1つは友だちのロバもおなかをすかしているだろうと思
い、雪の中をロバのところへ届けます。ところが、ロバは留守だった
ので置いて帰りました。ロバはサツマイモを見つけていたのでそれを
食べ、もらったカブを子ヤギのところへ持っていきます。すると、子ヤ
ギはハクサイをみつけていたのでカブを子ジカに届け、子ジカは青菜
を見つけていたので、カブを子ウサギに届けます。カブはまた子ウサ
ギのところへ戻ってきたのです。

　ビーバースカウトは、紙芝居でお話を楽しみながら動物たちの優しさ
を感じます。カブスカウトには、「皆さん、このお話を聞いてどんな感想
をもちましたか ?」と投げかけ、友だちを思いやる優しさが回りまわって
自分のところに戻ってきたことで、相手のことを思う小さな優しさがやが
て大きな輪になり、自分のところに返ってくることを知ります。ボーイス
カウトでは、班内でセーフ・フロム・ハームについてのディスカッション
の導入として活用します。
　活動の中で、指導者からスカウトに「◯◯はしてはいけません、相手の
嫌がることをしてはいけない」と言うことがありますが、「自分がされて

　指導者の質の向上は、スカウト活動での安心かつ安全な楽しいプログラ
ムにつながります。日本連盟の特設ページではeラーニングや各種資料を
掲載しておりますので、参考にして意識的に活動に取り組んでいきましょう。
詳細は、https://www.scout.or.jp/sfh/ をご確認ください。

日本連盟相談窓口
　日本連盟では、団内などで対応が難しい内容などの相談を受け、解決
に向けて必要な支援を行う専用相談窓口を設置しています。

専用電話番号 03-6913-6277
e-mail sfh@scout.or.jp
※日本連盟事務局の移転に伴い、電話番号が変わりました。

	 「ガイドブック」より引用
　「セーフ・フロム・ハーム」のスカウト活動への提供は、年代によって理解
すべき内容や対処法が異なることを考慮し、各年代に応じた「セーフ・フロ
ム・ハーム」を実施しなければなりません。

ビーバースカウト、カブスカウト 
　ビーバースカウトやカブスカウトの年代では、友だちと仲良くし、助け合う
ことを学ぶことによって、相手を思いやる心が芽生えます。また、ウソをつ
いたり、ごまかしたりしないことを学ぶことができるのもこの年代です。動
植物に優しい心で接し、命の大切さを学ぶこともできます。みんなで使う物
を大切にし、お世話になっている人々に感謝すること、友だちの気持ちを思
いやることで、お互いの約束を守り、さらに社会のきまりを守ることの大切
さを学ぶこともできます。

ボーイスカウト 
　思春期に入った年代では、いじめや暴力行為の様相が明確化し、その対応
にも苦慮します。ボーイスカウト年代では、お互いに話し合いの機会を積極
的に活用しながら、「セーフ・フロム・ハーム」を学びます。内容は、いじめ
や暴力行為をしないこと、 相手や仲間が嫌がることをしないこと、知らない
人とメールを交換しないこと、などについて理解し、対処法を学び合うこと
もできるようになります。当然、指導者による、適切な助言が期待されます。
また、実際に危険な目にあったり、目撃した場合に、いち早く上級班長や隊
長、あるいは保護者に伝える方法についても学ばなければなりません。

ベンチャースカウト、ローバースカウト 
　この年代は、「セーフ・フロム・ハーム」についての理解も深まり、内容を
把握し、危険に遭遇しないための配慮について学び合うことができます。特に
この年代で知るべき内容は、「基本的人権としての個人の尊厳の大切さ」です。

参 考

セーフ・フロム・ハーム
ガイドブック

セーフ・フロム・ハーム
「危害から守る」

〜思いやりの心を育む教育〜
ガイドライン

セーフ・フロム・ハーム
〜思いやりの心を育む教育〜
より良き理解のために

セーフ・フロム・ハーム
登録前研修
2018テキスト版
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SAJ Information

皆さまからのご厚志は
	⃝	日本スカウトジャンボリー、日本アグーナリー（障がいのあるスカウト等の大会）等
各種大会の開催

	⃝	国際社会で活躍・貢献できる人材育成のためのプログラム開発
	⃝	国際交流事業の積極的展開、野外教育活動の幅広い展開のための野営
場・研修宿泊施設の整備、ボランティア指導者の育成強化、ボーイスカウト
運動に参加いただくための普及事業

等に活用し、ボーイスカウト運動の一層の発展のために役立てております。
　皆さまにおかれましては、本運動の趣旨をご理解いただき、ご支援いただきま
すよう、お願い申し上げます。

維持会員の会費
	⃝	入会されますと、会員章（襟章）をお贈
りいたします（法人の場合は会員盾）。

	⃝	｢維持会員だより」等の定期刊行物
によりボーイスカウトの活動状況をお
知らせします。

お申し込み・お問い合わせ
日本連盟ホームページから申込書がダウンロードできますのでご利用ください。

（URL） http://www.scout.or.jp/support/index.html
【お問い合わせ先】
公益財団法人ボーイスカウト日本連盟　担当：事務局 社会連携・広報部
TEL：03-6913-6262／ FAX：03-6913-6263／ Eメール：hello@scout.or.jp

スカウト運動への財政面でのご支援、
誠にありがとうございます！

　スカウト運動の支援には「人」「物」「財政」の3つの面があります。
　維持会員として財政面でのご支援をいただくことは、スカウト運動の維持・発展に
おいて、大変重要な役割を担っています。
　日本連盟では、この夏に開催した「第17回日本スカウトジャンボリー」などの主催事
業をはじめ、青少年の健全育成のための事業を計画・実施しております。これらの事
業を推進していくためには、皆さまからのご支援が不可欠です。現在、維持会員として、
多くの個人・法人・団体の皆さまよりご支援をいただいておりますが、今後も引き続き
スカウト運動への財政面でのご支援・ご協力を、どうぞよろしくお願いいたします。

あなたの
10,000円は……
右図のような内訳でさまざまな事業
に活用させていただいています。
（2017年度決算に基づいた例）

教
育
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係
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、１
５
１
円
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成

１
、２
１
１
円

国
際
関
係

１
、３
０
０
円

そ
の
他
の
活
動

４
６
２
円

[ 北海道 ]
北 　 　 秀 継
市 場 　 尚 延
中 川 　 笑 子
樟 本 　 賢 首
西 岡 　 　 浩
前 田 　 和 道
岡 田 　 　 聰
B S 札 幌 1
北見BS育成会
[ 青森 ]
川 島 　 　 明
三 浦 　 雅 人
入 間 　 正 智
和 田 　 有 平
門 倉 　 　 等
[ 岩手 ]
千 田 　 庄 寿
高 橋 　 春 生
金 田 　 弘 子
大 坊 　 　 章
末 永 　 正 志
奥 田 　 耕 一
清 水 　 誠 勝
佐 々 木 　 齊
B S 釜 石 2
諏 訪 神 社
㈱ 小 田 島
日東自動車工業㈱
㈱ 元 持
菱 和 建 設 ㈱
[ 宮城 ]
横 澤 　 　 繁
芳 賀 　 文 蔵
菅 野 　 多 利 雄
佐 藤 　 元 通
和 田 　 岑 生
佐 藤 　 善 久
東 海 林 　 良 雲
橋 浦 　 　 寛
和 田 　 剛 和
B S 仙 台 2 7
㈱ 菓 匠 三 全
渡辺米穀店

渡辺 多喜子
㈱ ご ん き や
[ 秋田 ]
佐 川 　 芳 子
乳 井 　 豊 彦
安 田 　 孝 司
藤 原 　 　 隆
小 場 　 文 明

川 合 　 俊 昭
吉 田 　 　 司
大 河 内 　 幸 久
千 葉 　 利 昭
山 本 　 高 敬
中 川 　 猛 夫
北 林 　 正 規
㈱ キ ム ラ 鋼 板
総 社 神 社
㈱ 秋 田 ク ボ タ
[ 山形 ]
大 沼 　 保 義
佐 藤 　 憲 義
加 藤 　 光 洋
皆 川 　 正 勝
山 形 放 送 ㈱
㈱ 山 形 新 聞 社
[ 福島 ]
工 藤 　 信 行
佐 々 木 　 道 昇
赤 城 　 良 一
木 田 　 晃 平
[ 茨城 ]
石 塚 　 正 夫
佐 野 　 英 樹
戸 舘 　 善 敬
小 林 　 勇 作
青 木 　 正 志
久 保 　 勝 男
藤 縄 　 明 彦
横 川 　 　 浩
生 田 目 　 元 典
佐 藤 　 一 郎
三 浦 　 　 勉
長 谷 川 　 修 平
若 生 　 悦 男
喜作　嶋田 洋匡
関 彰 商 事 ㈱
[ 栃木 ]
白 澤 　 嘉 宏
新 井 　 政 一 郎
平 野 　 正 之
新 保 　 洋 興
源 田 　 俊 昭
鴨 志 田 　 博
立正佼正会鹿沼教会
[ 群馬 ]
河 内 　 正 美
奈 良 橋 　 俊 宏
藤 井 　 春 俊
大 川 　 由 明
市 川 　 幸 宏

新 井 　 三 知 夫
萩 原 　 修 音
小 松 　 俊 一
國 時 　 　 武
舩 津 　 保 雄
高 松 　 富 雄
[ 埼玉 ]
西 山 　 繁 夫
綱 島 　 宗 和
板 谷 　 喜 代 子
渡 辺 　 　 修
竹 内 　 儀 治
岡 田 　 良 一
登 坂 　 重 治
小 野 寺 　 昭 夫
亀 井 　 　 實
松 村 　 澄 子
島 田 　 重 夫
田 中 　 光 行
武 田 　 　 哲
坂 本 　 裕 夫
林 田 　 俊 介
角 尾 　 雅 也
村 山 　 　 至
栗 原 　 　 均
石 山 　 貴 宣
柿 沼 　 幸 一
三 日 月 　 勝 三
高 橋 　 寿 郎
霜 田 　 　 豊
高 橋 　 義 雄
堀 江 　 誠 一
石 川 　 　 巖
樋 渡 　 重 和
田 中 　 政 司
高 橋 　 健 一
B S 越 谷 8
B S 桶 川 1
BSさいたま212
BSさいたま10育成会
B S 越 谷 1 0
BSさいたま1
毎 日 興 業 ㈱
[ 千葉 ]
笹 本 　 洋 二
小 野 寺 　 克 文
鈴 木 　 國 夫
小 川 　 信 一
岸 本 　 幾 代
新 行 内 　 正 巳
木 村 　 政 夫
立 川 　 征 彦

布 施 　 海 夫
広 谷 　 信 子
青 木 　 　 勇
関 口 　 陽 市
星 　 　 淳 一
香 取 　 秀 紀
田 岡 　 邦 子
山 下 　 博 行
杉 村 　 　 直
伊 藤 　 　 知
長 谷 川 　 泰 之
藤 本 　 寛 子
若 生 　 義 行
針 谷 　 誠 一
白 井 　 正 治
曽 根 田 　 博
高 橋 　 雅 彦
山 本 　 　 勲
小 林 　 恒 行
阿 久 津 　 滋 男
大 作 　 　 寛
大 門 　 忠 兵 衛
早 坂 　 典 男
中 川 　 義 夫
島 　 　 孝 之
岡 田 　 清 三 郎
上 原 　 　 進
森 屋 　 　 啓
最 首 　 守 雄
田 部 　 俊 彦
篠 田 　 哲 彦
山 下 　 す み 江
丸 　 　 秀 昭
宇 治 　 隆 雄
B S 市 原 1
BS松戸8育成会
㈻ 市 川 学 園
㈱ 新 昭 和
[ 神奈川 ]
藤 重 　 敏 明
丸 田 　 　 茂
木 村 　 寿 宏
土 田 　 和 男
上 倉 　 哲 夫
仲 戸 川 　 勲
若 野 　 隆 生
市 原 　 政 喜
渡 部 　 　 公
田 中 　 　 智
斉 藤 　 　 彰
関 戸 　 俊 男
井 上 　 延 義
磯 辺 　 磨 梨 子
作 田 　 豊 彦
小 島 　 　 清
浜 田 　 雅 弘

高 橋 　 一 夫
坂 山 　 　 盈
岡 竹 　 　 直
吉 川 　 　 純
鈴 木 　 武 道
石 窪 　 　 章
守 屋 　 光 高
中 川 　 和 之
山 田 　 　 豊
根 岸 　 進 一
鈴 木 　 令 子
内 藤 　 　 優
太 田 　 利 子
木 村 　 耕 三
佐 藤 　 忠 行
岩 瀬 　 　 榮
河 村 　 育 雄
吉 原 　 滋 彌
松 蔭 　 弘 一
中 川 　 玄 一
河 口 　 友 喜
的 場 　 紀 公
相 原 　 広 幸
B S 川 崎 5 3
B S 横 浜 1 3 1
B S 横 浜 6 5
B S 川 崎 4 3
B S 秦 野 2
B S 寒 川 2
B S 横 浜 6 1
㈱ ホ ン マ 電 機
ソーイン・ジャック
㈱ハセガワ

長谷川 洋一
㈱ 古 川 工 業
[ 山梨 ]
渡 辺 　 　 努
小 倉 　 恵 一
新 田 　 雅 弘
石 橋 　 隆 秀
藤 原 　 　 進
[ 東京 ]
近 藤 　 信 行
餘 多 分 　 正 敏
田 尻 　 紀 夫
野 村 　 和 男
額 谷 　 征 幸
稲 垣 　 秀 明
渋 谷 　 俊 徳
狩 野 　 和 見
平 林 　 淳 志
今 津 　 直 記
岡 本 　 圭 示
黒 澤 　 将 雄
伊 藤 　 　 登
藤 田 　 政 子

津 守 　 勝 男
鈴 木 　 眞 人
船 橋 　 真 一 郎
笹 川 　 俊 昭
菊 地 　 明 彦
岡 本 　 　 晃
倉 持 　 和 朗
奥 村 　 勝 利
塚 原 　 欣 一
中 澤 　 征 身
田 中 　 　 隆
佐 藤 　 正 明
高 輪 　 真 澄
岩 波 　 幸 市
杉 野 　 健 一 郎
岡 村 　 　 實
青 木 　 弘 子
守 安 　 信 介
鈴 木 　 秀 男
松 下 　 善 守
天 霧 　 智 博
今 井 　 　 達
安 達 　 謙 蔵
谷 道 　 龍 彦
安 海 　 将 広
横 田 　 武 憲
大 森 　 和 潮
平 本 　 勝 哉
松 尾 　 和 英
平 石 　 和 男
久 保 田 　 康 弘
大 川 　 昌 宏
黒 岩 　 達 夫
大 神 田 　 久
齋 藤 　 淳 二
石 黒 　 秀 彦
萩 原 　 　 謙
水 流 　 冨 士 雄
重 信 　 千 春
木 島 　 敬 夫
堀 　 　 秀 之
田 辺 　 隆 一 郎
北 原 　 輝 久
松 下 　 　 健
安 西 　 美 勝
才 郷 　 正 次
大 橋 　 　 仁
安 野 　 哲 子
粕 谷 　 弥 太 郎
小 山 　 正 芳
福 浦 　 　 隆
柳 　 　 久 之
北 爪 　 太 圭 司
柄 沢 　 健 二
増 田 　 嘉 一 郎
武 藤 　 眞 仁

清 水 　 正 充
小 島 　 明 子
井 上 　 正 行
手 塚 　 　 昇
小 林 　 　 司
堀 野 　 浩 伸
衣 笠 　 博 介
井 沢 　 啓 一
高 田 　 淳 彦
竹 居 　 隆 一
山 並 　 茂 彦
木 村 　 良 成
栗 芝 　 一 八
B S 品 川 6
B S 台 東 3
B S 品 川 2
B S 品 川 8
B S 大 田 4
B S 町 田 1 4
㈱ 吉 田 商 店
華厳院　矢田 融海
町田デザイン専門学校
湯 島 天 満 宮
[ 新潟 ]
高 橋 　 　 剛
遠 藤 　 安 一
金 澤 　 理 久 夫
樋 口 　 栄 治
本 間 　 　 守
井 上 　 法 英
三 浦 　 伸 一
中 林 　 靖 夫
上 村 　 光 司
佐 藤 　 文 明
南 雲 　 重 孝
池 　 　 良 弘
渡 辺 　 研 二
池 　 　 淳 一
清 水 　 　 修
長 谷 川 　 圭 介
米 山 　 　 信
伊 藤 　 　 聡
五 十 嵐 　 睦 雄
山 口 　 　 明
吉 田 　 至 夫
石 本 金 属 ㈱
㈱ 七 里 商 店
㈱アートグラフィック新潟
麒 麟 山 酒 造 ㈱
新潟綜合警備保障㈱
(医)恒仁会 新潟南病院
星 野 電 気 ㈱
㈱ 応 用 電 業 社
新 潟 県 神 社 庁
ナ ミ ッ ク ス ㈱
テ ッ ク 海 発 ㈱

岩井会計事務所
岩井 和夫

㈱ ブ ル ボ ン
新潟中央青果㈱
新 潟 駐 車 場 ㈱
㈱ 江 口 屋
㈱ 新 潟 ク ボ タ
石 本 酒 造 ㈱
㈱ 新 潟 日 報 社
大 栄 魚 類 ㈱
㈱ タ カ ヨ シ
朝 日 酒 造 ㈱
(医)愛仁会 亀田第一病院
北越コーポレーション㈱
中央ビルディング㈱
[ 富山 ]
義 浦 　 　 実
BS富山県連盟
川 田 ニ ッ ト ㈱
[ 石川 ]
浜 本 　 茂 樹
改 田 　 秀 一
吉 田 　 義 明
岡 本 　 弘 志
高 村 　 昌 克
矢 敷 　 雄 一
若 杉 　 幸 平
畑 中 　 勝 三
中 出 　 　 修
大 橋 　 友 啓
桂 記 章 ㈱
㈱カーライフ中野
[ 福井 ]
久 保 　 耕 二
古 市 　 謙 三
八 木 　 繁 太 郎
西 　 　 法 男
植 田 　 命 寧
丹 原 　 光 英
山 縣 　 年 博
細 川 　 式 部
大 刀 　 隆 雄
西 畑 　 光 広
齊 川 　 忠 男
[ 長野 ]
丸 山 　 正 一
金 子 　 元 昭
丸 山 　 輝 子
山 崎 　 康 生
松 本 　 捷 幸
村 田 　 富 士 雄
藤 川 　 育 宏
池 上 　 英 雄
青 木 　 秀 樹
青 木 　 桂 子
林 　 　 一 男

矢 崎 　 靖 雄
B S あ づ み 2
BS松本6育成会
B S 茅 野 1
㈲ 東 郷 堂
富士コムテック㈱
㈱イデタ製作所
[ 岐阜 ]
木 村 　 芳 郎
太 田 　 　 晃
小 寺 　 兼 勇
広 瀬 　 之 彦
板 津 　 敏 彦
駒 田 　 　 誠
安 田 　 　 勝
加 藤 　 　 憲
古 家 　 　 章
三 浦 　 英 夫
中 畑 　 晃 一
蒲 生 　 健 司
古 家 　 恭 子
虫 賀 　 友 則
谷 山 　 鉄 信
勝 野 　 雅 和
渡 辺 　 芳 弘
松 岡 　 弘 道
佐 々 木 　 慶 一
木 村 　 和 幸
川 田 　 基 弘
鈴 木 　 　 理
舘 　 功
早 川 　 宏 治
工 藤 　 琢 也
平 田 　 純 一
武 井 　 拓 運
B S 岐 阜 1 9
B S 多 治 見 1
(一財)日本BS
岐阜県連盟育成会

山 一 商 事 ㈱
㈱ジー・サカイ
中 部 事 務 機 ㈱
奥飛観光開発㈱
アサヒ繊維工業㈱
[ 静岡 ]
滝 島 　 三 郎
堀 恵 　 恵 み 子
大 須 賀 　 和 美
瀧 島 　 金 吾
柴 田 　 尚 明
松 本 　 俊 信
鈴 木 　 喜 代 志
吉 川 　 雄 二
富 田 　 三 代 治
脇 坂 　 　 茂
土 山 　 惟 之

通常維持会員 年額 １万円より

特別維持会員 年額 10万円より

法人維持会員 年額 10万円より

スカウト運動を財政面からご支援いた
だいている個人・法人会員の方々です。維持会員（敬称略）

2018年5〜8月度ご支援ありがとうございます
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西 村 　 清 矢
和 田 　 篤 夫
深 津 　 智 重
佐 藤 　 　 誠
脇 坂 　 英 子
松 田 　 　 茂
太 田 　 浩 三 郎
大 澤 　 　 晶
野 嶋 　 昇 一
金 森 　 啓 二
田 中 　 清 司
土 山 　 和 雅
南 原 　 義 明
佐 藤 　 勇 男
鈴 木 　 康 友
岡 本 　 　 護
石 川 　 喜 一 郎
山 本 　 克 己
上 川 　 陽 子
杉 山 　 盛 雄
小 林 　 　 透
永 田 　 逓 児
田 辺 　 信 宏
松 永 　 伸 弥
竹 内 　 良 訓
舘 　 　 正 義
山 崎 　 茂 樹
海 野 　 登 光
BS浜松東地区委員会
ラウンジ オードヴィー
㈲ S リ ー ス
[ 愛知 ]
秋 月 　 雅 仁
伊 串 　 鐘 雄
近 藤 　 　 博
佐 野 　 守 彦
榊 原 　 敏 雄
三 浦 　 浩 嗣
力 石 　 和 明
六 田 　 重 徳
水 野 　 　 眞
宇 野 　 眞 之
林 　 　 敬 順
加 賀 　 昌 之
息 野 　 捷 夫
岩 田 　 　 明
三 井 　 信 之
浅 野 　 武 雄
太 田 　 和 宏
梅 村 　 幸 夫
青 木 　 直 孝
石 原 　 真 二
生 田 　 亮 俊
西 洞 　 正 次
大 庭 　 義 夫
林 　 　 悦 子
沼 澤 　 光 男
奥 谷 　 治 夫
伊 藤 　 澄 雄
前 山 　 秀 興
堀 　 　 一 郎
舩 橋 　 鐸 夫
中 村 　 耕 治
榊 原 　 　 肇
山 田 　 貞 二
鈴 木 　 市 男
小 林 　 泰 陸
鈴 木 　 幸 一
堀 崎 　 健 治
大 原 　 和 生
鈴 木 　 和 義
神 谷 　 政 明
加 賀 　 敏 之
郷 司 　 朋 明
近 藤 　 　 隆
伊 吹 　 　 登
佐 藤 　 篤 松
樫 尾 　 富 二
若 杉 　 信 彰
杉 田 　 勁 一
藤 井 　 和 文
竹 内 　 正 純
近 藤 　 裕 秋
中 出 　 尚 彰
榊 原 　 孝 治
瀬 野 　 義 隆
鈴 木 　 　 睦
熊 沢 　 　 岌

井 土 　 清 秀
松 井 　 　 清
伊 藤 　 鎮 夫
加 納 　 康 昭
平 田 　 新 二
森 川 　 利 夫
小 澤 　 清 勝
平 野 　 嘉 彦
田 端 　 三 義
山 口 　 正 春
大 前 　 庄 司
加 藤 　 忠 雄
近 藤 　 良 三
高 多 　 宣 章
八 木 　 幸 雄
林 　 　 雅 彦
余 語 　 　 廣
岡 戸 　 拓 洋
神 谷 　 昭 範
早 川 　 権 慈
金 子 　 孝 博
中 村 　 安 平
椎 葉 　 浩 志
山 中 　 勝 利
近 藤 　 哲 史
鈴 木 　 利 幸
野 村 　 政 司
宮 崎 　 洋 介
横 江 　 昭 憙
鈴 木 　 勇 夫
土 川 　 保 夫
小 川 　 俊 之
佐 藤 　 信 夫
白 井 　 門 治
岡 田 　 　 一
外 山 　 　 悟
BS名古屋82育成会
BS名古屋79
BS西尾11育成会
BS岡崎2 甲山育成会
B S 岡 崎 1
B S 大 治 1
BS長久手1育成会
B S 瀬 戸 6
B S 犬 山 7
B S 瀬 戸 1
B S 豊 川 1
BS稲沢6

国府宮スカウト育成会
B S 東 浦 2
B S 岡 崎 1 1
BS一宮10育成会
B S 武 豊 2
BS名古屋87
B S 江 南 3
B S 稲 沢 4
BS西尾12育成会
BS西尾10育成会
根木クリニック

根木 浩路
福玉精穀倉庫㈱
㈲みどり菓房若葉

深谷 行弘
天野エンザイム㈱
大 東 工 業 ㈱
㈱ ミ ニ ミ ニ
松 井 建 拓 ㈱
㈱ ク ロ ス 技 研
名鉄観光バス㈱
㈱ ア ヤ ボ
㈱グランドボウル
[ 三重 ]
宮 﨑 　 武 智
服 部 　 久 司
山 本 　 　 幹
森 　 淳 之 祐
小 石 川 　 巧 史
河 村 　 清 志
中 村 　 敏 一
小 澤 　 和 代
岡 野 　 直 美
原 口 　 耕 一
川 北 　 博 文
金 山 　 　 修
松 本 　 秀 樹
山 岸 　 廣 二
下 間 　 賢 了
宮 崎 　 律 子

B S 鈴 鹿 7
BS亀山4育成会
B S 伊 勢 7
BS伊賀1育成会
㈱アレクシード
堀 田 建 設 ㈱
㈱ か じ り
㈲ 田 口 製 作 所
[ 滋賀 ]
中 野 　 幸 彦
白 井 　 則 茂
島 田 　 美 子
嶋 田 　 　 寛
森 　 賢
岡 　 　 宗 夫
植 野 　 辰 則
小 菅 　 邦 彦
B S 犬 上 1
[ 京都 ]
高 垣 　 慶 嗣
建 内 　 光 儀
福 原 　 　 洋
羽 生 田 　 寂 裕
川 西 　 通 夫
長 谷 川 　 綉 二
石 田 　 幸 史 郎
浅 川 　 栄 治 郎
荒 尾 　 雅 也
猪 岡 　 敏 一
山 下 　 　 琢
西 田 　 章 夫
山 﨑 　 伊 佐 緒
布 崎 　 志 郎
渡 辺 　 孝 史
橘 　 重 十 九
柳 澤 　 　 傳
千 　 　 玄 室
林 　 　 俊 次
八 木 　 　 茂
津 田 　 容 太 朗
高 井 　 　 武
清 水 　 裕 貴
三 木 　 一 暁
辻 野 　 正 通
森 川 　 勇 一
樫 原 　 　 良
津 田 　 　 繁
網 野 　 俊 賢
㈱ 公 益 社
石 清 水 八 幡 宮
㈱ケーオーシー
[ 兵庫 ]
山 田 　 知 輝
川 勝 　 賢 一
佐 藤 　 征 一 郎
杉 本 　 光 俊
苦 瓜 　 一 夫
中 島 　 佳 一
日 下 　 孝 明
南 　 　 秀 生
堤 　 正
黒 田 　 　 茂
安 積 　 英 二
高 橋 　 正 幸
大 庫 　 俊 介
名 越 　 　 亮
田 邉 　 千 尋
牛 飼 　 満 和
藤 本 　 　 治
斎 藤 　 聖 一
岡 田 　 十 一
岡 本 　 　 浩
安 井 　 孝 夫
岩 槻 　 末 男
氏 家 　 　 勉
井 上 　 保 子
能 登 　 祐 一 郎
吉 川 　 芳 男
稲 本 　 佳 嗣
谷 垣 　 憲 滋 郎
木 村 　 岩 夫
橋 本 　 龍 二
下 岡 　 光 治
北 勝 　 康 秀
野 々 村 　 禎 之
瀧 川 　 高 章
中 内 　 　 仁
松 尾 　 光 明

細 見 　 育 孝
沖 塩 　 篤 弘
在 田 　 久 雄
池 田 　 昌 行
喜 多 　 　 敬
高 橋 　 貞 美
松 栄 　 　 徹
山 田 　 明 良
伊 野 　 操 治
武 貞 　 健 治
重 井 　 宣 行
荒 川 　 清 治
清 水 　 秀 彦
石 見 　 利 勝
本 多 　 博 司
池 田 　 好 信
西 脇 　 龍 荘
福 間 　 修 一
後 藤 　 良 二
津 崎 　 　 仁
箭 野 　 義 明
上 野 　 康 夫
山 田 　 輝 美
稲 田 　 　 昭
阿 部 　 　 功
富 永 　 彰 良
高 木 　 敬 三
山 口 　 裕 子
中 川 　 清 司
片 山 　 邦 信
安 藤 　 雅 夫
池 澤 　 栄 次 郎
赤 松 　 由 久
北 方 　 　 茂
小 林 　 義 一
菅 　 　 洋 一
千 﨑 　 昭 輝
小 玉 　 一 夫
射 延 　 敏 昭
藤 原 　 健 資
村 田 　 一 紀
進 藤 　 勝 人
阪 口 　 寿 紀
岡 本 　 文 昭
髙 見 　 清 美
水 谷 　 光 明
岡 田 　 　 裕
有 末 　 和 弘
三 木 　 千 穂 里
横 野 　 雄 美
三 木 　 美 真 子
津 田 　 芳 宏
田 中 　 保 夫
倉 本 　 武 司
幹 　 　 栄 盛
奥 田 　 　 実
瀧 川 　 博 司
有 末 　 幸 弘
野 木 　 久 子
枝 根 　 秀 男
トヨタカローラ姫路㈱
[ 奈良 ]
諸 熊 　 建 次
細 川 　 恵 司
櫻 井 　 晃 二
宅 　 　 盛 之
辰 己 　 駿 一
辻 村 　 泰 範
城 戸 　 重 雄
綿 谷 　 正 之
境 　 寛
森 本 　 八 郎
岩 井 　 　 均
増 井 　 賢 司
甲 元 　 公 枝
岡 本 　 勝 己
原 田 　 勝 次
中 道 　 和 雄
久 本 　 一 弘
飯 田 　 泰 弘
山 本 　 　 昇
中 西 　 　 達
辻 村 　 泰 善
吉 田 　 前 一
池 島 　 　 勉
B S 高 市 1
[ 和歌山 ]
中 村 　 光 太 郎

向 井 　 良 和
平 野 　 一 夫
小 橋 　 義 實
荻 野 　 昭 裕
阪 井 　 和 生
草 田 　 英 嗣
加 藤 　 隆 也
山 田 　 照 夫
平 井 　 　 貴
宮 本 　 晴 生
石 本 　 省 三
遠 藤 　 千 晶
大 岡 　 正 斉
土 橋 　 　 弘
辻 　 　 節 子
宮 本 　 昌 幸
中 谷 　 新 治
野 村 　 義 夫
谷 口 　 好 忠
和 田 　 憲 和
酒 井 　 孝 之
奥 野 　 芳 晃
塚 本 　 守 治
尾 野 寺 　 常 芳
仙 石 　 康 盛
矢 田 　 嘉 秀
塚 田 　 崇 博
森 本 　 英 明
目 黒 　 寿 典
ヤマイチエステート㈱
センゴクベンダー㈱
㈱山本進重郎商店
三木理研工業㈱
巴陵院　浦上 隆康
レンタルハウス㈱
[ 大阪 ]
高 見 　 篤 志 郎
奥 田 　 祐 賢
中 井 　 梅 雄
石 橋 　 善 晴
井 上 　 菊 信
城 島 　 末 明
桝 野 　 成 人
吉 光 　 宏 昭
井 上 　 　 治
古 山 　 宗 一
丸 谷 　 　 登
西 川 　 建 明
加 藤 　 　 繁
奥 田 　 常 夫
佐 藤 　 嘉 昭
武 田 　 慶 一
膳 師 　 　 功
小 林 　 武 彦
今 田 　 忠 行
間 下 　 正 司
黒 田 　 一 男
山 口 　 　 茂
河 見 　 洋 治
赤 塚 　 勝 己
市 口 　 明 彦
岩 田 　 幸 一
福 田 　 雅 之
福 室 　 忠 正
土 井 　 靖 士
片 山 　 和 俊
横 山 　 　 稔
則 次 　 亮 介
B S 大 阪 1 6 4
B S 枚 方 3
B S 大 阪 7 9
BS大阪27育成会
BS枚方3育成会
玉 水 ス カ ウ ト
大阪スカウトクラブ
協 和 化 工 ㈱
ダイキン工業㈱
[ 鳥取 ]
山 岸 　 正 明
田 村 　 幹 夫
島 田 　 一 郎
瀨 尾 　 穣 明
堀 部 　 晴 彦
筧 　 弘
福 田 　 京 子
坂 口 　 祐 紀 雄
涌 島 　 　 勉
鳥 飼 　 敏 博

田 邊 　 洋 一
[ 島根 ]
池 田 　 昴 志
田 中 　 三 雄
中 澤 　 梧 郎
中 村 　 寿 夫
又 賀 　 航 一
出雲大社  宮司

千家 尊祐
出雲大社教  管長

千家 隆比古
[ 岡山 ]
岡 本 　 耕 治
山 田 　 貞 秀
木 多 　 琢 二
金 光 　 善 行
岡 崎 　 　 平
光 畑 　 俊 行
金 光 　 平 輝
土 岐 　 隆 信
脇 本 　 富 治
幡 山 　 寛 念
坪 井 　 喜 久 太
馬 場 　 秀 雄
横 山 　 卓 生
難 波 　 克 行
石 井 　 集 治
森 定 　 　 齋
[ 広島 ]
許 田 　 宗 文
霊 岳 　 文 悠
木 村 　 広 男
中 川 　 元 慧
中 川 　 恵 利
船 越 　 聖 示
橋 本 　 　 貢
竹 内 　 　 章
松 島 　 岩 樹
西 浜 　 清 士
多 田 　 公 煕
橋 本 　 登 子
小 川 　 悦 伸
吉 川 　 泰 正
桑 原 　 幸 夫
益 田 　 博 典
関 川 　 孝 文
山 城 　 建 二
龍 山 　 永 明
安 部 　 孝 次 郎
難 波 　 壽 則
酒 井 　 幸 雄
吉 川 　 尚 子
西 光 寺
[ 山口 ]
引 頭 　 康 弘
竹 中 　 喜 久 美
津 村 　 和 彦
福 村 　 佳 代 子
森 　 　 義 勝
小 野 　 　 泰
勝 田 　 　 直
友 田 　 宏 幸
都 野 　 晴 美
森 重 　 笑 子
村 上 　 智 真
上 野 　 百 合 一
磯 部 　 勝 由
河 本 　 光 生
赤 松 　 泰 城
藤 中 　 義 久
田 子 　 　 薫
舞 田 　 輝 雄
平 野 　 昭 紀
矢 倉 　 茂 生
山 一 工 業 ㈱
遠 石 八 幡 宮
武 居 歯 科 医 院
[ 徳島 ]
川 真 田 　 哲 哉
池 田 　 重 政
村 澤 　 久 豊
小 川 　 英 治
[ 香川 ]
吉 田 　 往 嗣
秋 山 　 　 彰
湖 崎 　 武 敬
脇 　 　 義 麿
植 村 　 賀 謙

［宮城］
高 山 　 雅 光

［栃木］
斎 藤 　 明 美

［千葉］
野 中 　 浩 章
児 玉 　 春 美
伊 藤 　 芳 績

［東京］
齋 藤 　 達 郎

［静岡］
杉 山 　 邦 宏

［愛知］
鵜 飼 　 明 宏
藤 田 　 卓 也

［京都］
井 上 　 義 雄
朝 倉 　 涼 介

［大阪］
間 野 　 智 之

［岡山］
平 井 　 清 志

［日本］
野 崎 　 高 弘
細 川 　 秀 紀
工 藤 　 洋 介

マンスリーサポート維持会員
毎月1,000 円から、クレジットカードでの
自動引き落としによる維持会費のお支払い
が可能です。
https://www.scout.or.jp/
kifu/index.html
5〜8月に入会または1年継続された方々です。

菅 原 　 良 弘
黒 島 　 　 啓
十 河 　 　 直
高 城 　 宗 幸
大 須 賀 　 誠
本 田 　 紘 一
平 木 　 　 享
岡 内 　 清 弘
天 雲 　 俊 夫
村 上 　 清 宣
橋 本 　 重 雄
細 井 　 俊 道
小 川 　 秀 憲
石 井 　 英 子
丸 山 　 豊 史
[ 愛媛 ]
堀 田 　 利 知
宮 内 　 正 民
本 宮 　 敏 治
峯 本 　 高 義
井 上 　 昌 俊
立 石 　 貞 彦
三 谷 　 幸 正
今 城 　 英 一
井 上 　 　 勝
中 野 　 ま り
西 田 　 賢 二 郎
㈱ 伊 予 銀 行
セ キ ㈱
[ 高知 ]
江 口 　 寿 栄 夫
澤 村 　 民 興
山 岡 　 義 和
[ 福岡 ]
磯 野 　 和 夫
坂 口 　 亮 二
大津留　寿賀男
稲 葉 　 武 彦
安 藤 　 英 典
田 中 　 久 也
白 潟 　 琴 江
山 領 　 正 太
中 村 　 和 輝
瀬 尾 　 元 治
園 山 　 正 也
丸 林 　 茂 夫
山 田 　 博 信
三 河 尻 　 和 夫
貞 方 　 和 正
B S 春 日 1
B S 福 岡 4
日鉄住金物流八幡㈱
三 池 物 産 ㈱
[ 佐賀 ]
峯 　 　 好 一
牟 田 　 雄 毅
中 島 　 　 来
廣 納 　 　 章
㈲旅館あけぼの
[ 長崎 ]
甲 斐 　 真 良
溝 越 　 博 之
堀 本 　 　 進
長 田 　 信 一
菊 池 　 文 喬
川 尻 　 康 平

白 浜 　 文 代
大 進 建 設 ㈱
[ 熊本 ]
濱 田 　 智 海
安 田 　 憲 世
山 内 　 典 博
松 尾 　 　 孝
吉 田 　 日 出 輝
田 中 　 生 二
藤 本 　 伸 一
[ 大分 ]
加 村 　 親 義
戸 髙 　 有 基
㈱大分住宅研究室

芳山 憲祐
[ 宮崎 ]
河 野 　 一 平
冨 山 　 泰 正
塩 見 　 一 郎
矢 野 　 昌 義
二 瓶 　 　 徹
橋 田 　 和 実
小 倉 　 和 彦
新 坂 　 勇 介
津 曲 　 睦 巳
児 玉 　 英 敏
㈲ 平 下 産 業
[ 鹿児島 ]
稗 田 　 将 也
石 田 　 邦 雄
蔵 元 　 靖 三
川 畑 　 善 照
伊 東 　 清 寛
田 中 　 俊 實
㈱ ミ ズ ホ 商 会
[ 沖縄 ]
島 袋 　 義 光
仲 嶺 　 真 情
宮 里 　 博 史
名 幸 　 俊 海
島 袋 　 　 洋
玉 城 　 譲 治
阿 波 根 　 直 孝
稲 嶺 　 惠 一
宮 里 　 啓 和
沖 縄 ガ ス ㈱
[ 日本 ]
奥 島 　 孝 康
廣 瀬 　 　 修
鬼 塚 　 俊 郎
榊 原 　 惠 子
伊 賀 　 則 夫
伊 賀 　 保 夫
榊 原 　 多 香 人
麻 植 　 　 茂
平 林 　 康 至
荒 尾 　 雅 也
菊 池 　 節 夫
久 野 　 　 桂
石 田 　 文 夫
土 屋 　 勝 俊
杉 原 　 　 正
馬 場 　 秀 雄
前 原 　 一 雅
笠 原 　 　 功
樋 口 　 俊 夫

水 野 　 正 人
向 達 　 俊 一
高 橋 　 　 清
鈴 木 　 節 子
福 原 　 有 一
杉 本 　 忠 重
尾 上 　 憲 勝
数 長 　 藤 代
西 原 　 　 潔
松 本 　 正 美
柴 田 　 知 栄
廣 瀬 　 佳 栄
脇 　 　 関 一
森 川 　 徹 治
清 宮 　 克 幸
五 十 野 　 和 男
平 岡 　 昌 高
柳 　 　 茂 久
井 上 　 誠 一 郎
虎 澤 　 恒 善
松 本 　 幸 次 郎
竹 内 　 康 人
和 田 　 勝 久
桜 井 　 義 維 英
松 本 　 　 宏
日 枝 　 　 久
辰 野 　 　 勇
鈴 木 　 令 子
磯 山 　 友 幸
川 瀬 　 茂 己
相 原 　 光 治
B S 大 阪 1 2 3
B-Pフェロー日本チャプター
全国神社スカウト協議会
共 立 印 刷 ㈱
大本山 總持寺
アルプス電気㈱
(公財)昭和池田記念財団
神 明 幼 稚 園
東洋紡テクノユニ㈱
㈱ A N A B A S
㈱保険あっとなびプラネット
㈲ 静 峰 商 運
㈱ジェイ・プラッカ
コンシダレット㈱
㈲ 鶴 亀 組
㈱渋澤徽章製作所
 (一社)日本経済団体連合会
㈱博進企画印刷
真宗大谷派宗務所

青少幼年センター
尾崎織マーク㈱
東洋紡STC㈱
㈱全音楽譜出版社

カワイ出版部
(公財)日本ユニセフ協会
アサヒグループ
ホールディングス㈱

本田技研工業㈱
T S P 太 陽 ㈱
米沢電気グループ
日 本 管 財 ㈱
㈱ 歩
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スカウティングの  知っててちょっと良い話  No.50 ボーイスカウト日本連盟 前事務局長
吉田 俊仁

　17NSJ も無事終了し、次の18NSJ（2022年）開催は東京に決定い
たしました。2022年は日本連盟100周年にあたります。4年後が実
に楽しみです。
　さて、「知っててちょっと良い話」を始めたのは、2009年9月号、後
藤新平の「自治三訣」からでした。私自身の関心や疑問をもとに、30
年前から調べてきたことを下敷きにして書いてきました。そして、いよ
いよこの No.50の「話」で終了いたします。そこで、最終回として私が
今後実践していかねばならないと思うことを、先人たちの言葉を思い
出しながら書きたいと思います。

　三島通
みち

陽
はる

は、戦前の少年団日本連盟が「統制病」と「拡張病」に冒さ
れていたことを反省し次のように主張しました。
―こんど再建されるスカウトは、真のスカウトであるべきものでなけ
ればならぬ。決して数を誇ってはならぬ。真のスカウトで行こう。そして
真のスカウトのみがアソシエーションを作れ。次に重要なことはパトロ
ール・システムである。これを真にやるかどうかで、ボーイ・スカウトの
団として、よい団になるか、ならぬかの別れ目になるのである。―
　私は、以前このシリーズ No.39（本誌2016年7月号）で、グリンバー
訓練の重要性と、なぜ B-P はこのグリンバー訓練を取り入れたかを述
べておりますので、ぜひ読み返してください。
　一方、佐野常羽は後藤新平総長追悼として次のように書いています。
― 自分が少年団教育に関与してから最早十年になる。その長い間
に故後藤総長からよく伺ったのは、『量よりも質』という一言であった。
又総長は、『他に何も要らない』との事であった。今は耳底に深く刻し

た遺訓として残る―
　後藤新平総長の質とは、自治三訣でしょう。「訣」の意味は極めると
いう意味であり、質にも極めるという意味があります。
　「質」とは、「ものを成り立たせている中身」であり、「どれだけ極め
られたか」です。また、スティーブ・ジョブスも「大事なのは量より質

（Quality is more important than quantity.）」といっています。本運動の中
身とは一体何なのか、そしてその中身を極めるにはどうすればよいの
か ?　このことを、もう一度考えてみましょう。私自身ももう一度スカ
ウトと接してみて、果たして「スカウトは大人にやらされているのではな
く、スカウティングが面白いから自らやっているのである」という B-P
の言葉どおりなのか ?　再考してみるつもりです。
　また一方で、大人がこの運動に魅力を感じているひとつは、人間関係
の構築でしょう。私が好きな B-P の言葉に、「この運動を成功させる鍵
は、個人的な触れ合いによるリーダーシップの育成である。（Leadership 
through personal touch is keynote to our success in the Movement.）」とい
うものがあります。「Personal touch」実に良い言葉です。

　さて、これまでの9年間、色々な方に支えられたことで（それこそ

Personal touch）、この「知っててちょっと良い話」を続けることができま
した。本当に感謝しかありません。そこで私は、今後の本運動の発展
とスカウトの健全なる発展を祈念し、万感の気持ちを込めて「両手」で
弥栄を贈りたいと思います。
 「弥栄 !  弥栄 !  弥栄 ! 」ありがとうございました !

量と質について

　今年も9月第3月曜日（敬老の日）の「スカウトの日」
を中心とした日程で、全国各地においてさまざまな活
動が実施され、各団から活動報告をいただきました。
　例年同様、今年も環境保全や環境美化の活動に取
り組む団が多く、神社や公民館、団ハウスや道路沿い、
公園、駅周辺といった日ごろの活動で利用している場
所の清掃活動を行ったという報告が数多く寄せられま
した。その中には、川沿いの草取り活動、道路の郵便
ポストや橋の掃除、植樹を行う活動もありました。
　海水浴場での清掃活動を終えたスカウトからは「亀
などの海の生物が、ビニール袋を餌と間違えて食べて
死んでいると聞いて、捨てるのはよくないとわかった」
との声がありました。このほか、老人ホームの訪問や
介護活動、西日本豪雨災害や北海道胆

い
振
ぶり

東部地震な
どへの義援金募金活動、地域の一般児童を招待してス
カウト活動を紹介する体験活動、防災プログラムなど
多岐にわたる活動が行われました。
　全国各地で実施された「スカウトの日」の活動報告は、
特設ページでご覧いただけます。ぜひ、日ごろの活動
や生活の場で自分たちにできることを考え、これを参
考にして来年度の「スカウトの日」にもご参加ください。

2018年度

日 程	 9月17日（月・祝）
テ ー マ	 地球大好き !  I Love the Earth.
活動場所	 全国各地
後 援	 文部科学省、厚生労働省、環境省
協 賛	 一般財団法人セブン-イレブン記念財団

岩手・盛岡第5団

京都・京都第91団

スカウトの日 特設ページ

http://scout-project.jp/

最 終 回
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■ 日本赤十字社等を通じて
	 被災者に直接送られる義援金
¥7,010,964
日本連盟に活動報告をいただいている団等

（赤十字等への直送含む）。

【北海道】  旭川12、旭川21、帯広7、登別1  
【宮城】  仙台1、仙台12、石巻2、石巻6、桶
谷1  【山形】  山形1  【茨城】  筑西1、取手3、
守谷1、阿見1、神栖1  【栃木】  宇都宮15  
【群馬】  桐生22、群馬町1  【埼玉】  川口19、
新座3  【千葉】  千葉9、野田5、浦安2、鎌
ヶ谷1、大網白里1、東金1、佐倉2、松戸9、
市原7、船橋14、我孫子1  【神奈川】  横浜8、
横浜27、横浜43、横浜57、横浜83、横浜
88、横浜99、横浜107、横浜115、横浜
116、茅ケ崎2、大和2、秦野1、秦野2、綾
瀬1  【東京】  江戸川5、世田谷4、葛飾9  【新
潟】 長岡1  【富山】 魚津2  【福井】 武生5、丹
生3、福井33  【長野】 あづみ2、上田5  【岐

阜】 関1、関2、多治見1、各務原2、岐阜1  
【静岡】 富士1、富士2、富士4、富士6、富士
8、富士9、富士10、富士11、富士14、富
士15、御殿場6、浜松1、三島5  【愛知】 東
海1、岡崎8、豊田25、みよし2  【三重】 伊
賀1、桑名3、三重ローバース  【滋賀】 犬上
1、高島5、大津1  【京都】 京都68  【兵庫】 
養父1、姫路2、姫路3、姫路8、明石2、加
古川2、加古川5、尼崎3、尼崎7、尼崎26、
神戸2、神戸4、神戸8、伊丹3、豊岡2、阪
神さくら地区、理事会・財務委員会・職員有
志、白子匡博  【奈良】 橿原1、橿原8、奈良
6、奈良20、大和高田12  【大阪】 河内長野
2、島本1、枚方15、吹田9、吹田15、高槻
5、茨木1、箕面6  【近畿ブロック】 近畿ブロ
ック会議出席者有志  【鳥取】 米子11、鳥取
1、鳥取7、鳥取10  【島根】 大社1、松江地
区  【岡山】 倉敷14、玉野1、西大寺5  【山
口】 下関7、山口3  【福岡】 福岡14、福岡19、

福岡23、福岡37  【大分】 大分1  【宮崎】 宮
崎5、宮崎15  【日本】 17NSJ 参加者

■ スカウト関係者から
	 スカウト関係者に対する見舞金
¥120,576
【宮城】 泉2  【茨城】 水戸8  【群馬】 太田6  
【千葉】 千葉1  【神奈川】 横須賀16  【三重】 
鈴鹿11  【兵庫】 明石2、尼崎14、西播地区

■ ボーイスカウトによる支援活動を
	 サポートするための災害活動支援金
¥84,088
【千葉】 千葉27  【愛知】 尾張東地区  【京都】 
京都36RS 隊 OB 会

平成30年7月豪雨 支援状況
　ここ数年、全国各地でさまざまな自然災害が発生しています。今年は夏から秋にかけ、「平成30年7月豪雨」「平成30年台風第21号」「北海
道胆

い
振
ぶり

東部地震」により、全国各地が立て続けに甚大な被害に見舞われました。今号では、平成30年7月豪雨における支援活動をご報告します。

　台風第21号および北海道地震の募金活動も各地
で実施されており、皆さまからの報告を日本連盟に
お送りいただいております。こちらの支援状況につ
きましては、今後掲載する予定です。また、現在、日
本連盟で取りまとめている募金等は、いずれも本年
12月31日を一区切りとして日本赤十字社へ送金い
たします。皆さま、引き続きご支援いただきますよ
うお願いいたします。

　この自然災害に対し、全国
各地で多くの街頭募金等が
行われました。皆さま、ご協
力ありがとうございます。

※	隊名や個人名等での報告でも、
団名の記載があった場合は、団
名で紹介しています。ご了承くだ
さい。

※	9月30日受付分まで。（敬称略、
順不同）

　今回の豪雨により、県内の風水害として戦後最
悪の被害を受けた岡山県。河川の氾濫や堤防決壊
による浸水、土砂被害が連日報道されました。家
屋全壊、浸水の被害にあったスカウト関係者の家
庭もありましたが、被災したうちのスカウト1人は
周囲の支援もあり、直後に開催した17NSJ に無事
参加できたそうです。
　そのような状況下でも各地区で状況を確認し、
県内スカウト関係者によるボランティア活動を早々
に始め、8月には岡山連盟として県外よりスカウト
関係者のボランティア受け入れを開始。各地から
集まったボランティアへの宿泊所の提供や活動場
所への輸送支援を実施しました。活動内容は土砂
運搬や支援物資の仕分け、漂着物の撤去などさま
ざまです。9月に入ってからも近隣のスカウトが多
く集まり、泥水を被った写真の洗浄、乾燥作業など、
心を込めて被災された方や被災地への支援を行い
ました。

台風および地震への募金等について

義援金などの募金

岡山連盟ボランティア受け入れ

募金等、活動報告のお願い
　日本連盟に届いた活動報告によ
り使途を確認できた募金について
掲載しております。募金活動を実
施した場合は、直接日本赤十字社
等へ送金された団等も含め、活動
報告の提出にご協力ください。

※	17NSJでは、会場内各地に募金箱を設置。参
加者、見学者からの募金と、オフィシャルショッ
プで販売した大会ソングCDの収益を義援金と
しました。

※	21頁の関連記事もご覧ください。
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　私たち大津第12団が1967年5月14日に発団
し、そろそろ50周年を迎えようとしていた2015
年春、ベンチャー隊として何か記念に残る活動をし
ようと、隊長の密かな計画も交えた壮大なプロジ
ェクトを開始しました。内容はスカウトたちが地球
上に GPS ログで軌跡を描き、発団「50周年」の祝
いを刻み込むことでした。
　スカウトたちは天候や気温に苦い思いをしたり、

足の痛みと戦ったり、達成を喜んだり、時には離脱
者を見送ったりと、活動ではさまざまな展開が待っ
ていました。そして3年半もかかりましたが、12
回に分けて総距離366km をすべて歩ききり、地
球上に「50」を刻むことができました。
　大津第12団はこれからも歩き続けます。我が
ベンチャー隊もこれからの未来に向けて、より一層、
果敢で活発な活動を展開していこうと思います。

滋 賀 発団 50 周年 VS 隊プロジェクト
大津第12団　ベンチャー隊隊長　山川 直之

　僕は、宮城県の七ヶ浜町という小さな町に住ん
でいるスカウトです。僕がまだ、小学校1年生のと
きに東日本大震災が起こりました。
　それから間もなく僕はカブ隊に上進しましたが、
カブ隊の隊長は津波の被害を受けていて、自宅も
ボーイの用品も流されていました。そんな隊長を
全国のスカウトの方々が支援してくださっていまし
た。それは、僕がカブ隊で学んだ証にいただいた
チャレンジ章の袋に、支援してくださった方々の団
の名前が書いてあったから分かりました。
　千葉県野田第7団、神奈川県大和第6団、神奈
川県座間第3団、新潟県新潟第15団、富山県上
市第1団、兵庫県小野第1団、兵庫県三木第2団、
徳島県鳴門第9団ほか、中には「日本が1つのチー
ム」というメッセージが書かれたものもありました。
　これらのチャレンジ章を縫い付けたカブのタス
キは、僕の大切な宝物になりました。いつか恩返
しがしたいと思いつつ、僕は今年8月に石川県珠
洲市で行われた、第17回日本スカウトジャンボリ

ーにボーイ隊として参加してきました。震災のとき、
全国のスカウトの皆さんに支援していただき、僕は
今までボーイスカウト活動を続けることができまし
た。そのおかげでジャンボリーでは、「ジャンボリ
ーゲーム日本一」のコンパス部門で1位となり、「日
本一」になることができました。
　震災当時、困っていたカブ隊長と僕たちスカウ
トを支援してくださった全国のスカウトの皆さんに、
改めて感謝の気持ちを込めてお礼をお伝えしたい
と思いました。
　支援してくださった皆さん、本当にありがとうご
ざいました。

宮 城 ありがとうございました
塩竈第1団　ボーイスカウト　加藤 寿哉

南日本新聞（2018.8.15）

　地球温暖化の影響か、全国各地で豪雨による水害や体温よりも
気温が高くなるという気象状態です。地元の平古公民館子供育成
会の依頼を受けて、当団のスカウトと指導者が地域の子どもたち
に向けた「避難所生活体験」行事を支援しました。
　約30人の子どもたちが参加してくれました。日置市教育委員会
より、青少年赤十字防災教育プログラム「まもるいのち　ひろめる
ぼうさい」の教材動画やワークシートを利用して、自分の命を守り、
家庭や地域社会でとるべき自分の行動を考えてもらいました。ま
た、2016年の熊本地震の際に、ボーイスカウト災害ボランティア
熊本活動基地へ鹿児島県連盟として参加したスカウトに体験談を話
してもらい、災害に遭遇したときに「どう行動するか、避難所で周
りの人々にどう奉仕できるか」を問いかけ、家庭でも保護者と話し
合いができるようワークシートを共有しました。

鹿 児島 避難時体験「野外生活（自分た
ちで食事を作る、テントで寝る）」
日置第１団　団委員長　西 幸司
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リウスはいつもの白い光になった。
　焚き火に薪をくべながら、一晩中オリオンとシ
リウスを眺め続けていた。

　朝5時、東の空が少し明るくなってきた。5時
30分、小さな星たちはいつのまにか姿を消し、
星の数は半分になっていた。6時には1〜2等星
だけになり、東の空が明け始めた6時20分には
1等星のシリウスだけが、うす青くなった南の空
に消えていった。6時30分、真東の水平線から
真っ赤な太陽が輝きだした。

　輝く太陽の光を浴び、ふと気がついたことが
ある。
　真夜中の0時30分に東の水平線の向こうにシ
リウスを見つけ、夜明け前の6時20分、南の天
空のシリウスは太陽の光の中に消えていった。
つまり、東の水平線から90度真南の天空までシ
リウスを眺めていた。90度ということは、約6時
間 !  地球の自転の4分の1、わたしは砂浜にへ
ばりついてシリウスと一緒に「地球の自転」を実

感をもって体験したことになるのだ。
　太陽の光の中、地球の「自転」を肌

で感じた秋、10
月13日「ウーグ

浜」の朝である。
　だからシーカヤ
ックのひとり旅は
やめられない ! の
である。

イラスト＆文：伊東孝志
いとうたかし／南国・無人島へのシーカヤック放浪旅をこよなく愛する、奄美大島生まれの小学 56 年生。ヤドカリを人生の師と仰ぎ、筆先に
北斎を見つめ、水彩の楽描（らくがき）を糧として、奄美・沖縄〜東京を拠点にアウトドアライフな、古今東西南北の日 を々漂流する。
●伊東孝志ブログ「道草楽描／みちくさらくがき」〜 http://michikusa-rakugaki.blogspot.com/

焚き火と星空
　シーカヤックでの海旅の楽しさは、空と海と
陸の狭間での大自然という大きなステージで繰
り広げられる太陽の光と影の織りなすダイナミ
ックなドラマを実感する旅をとおして、感動と喜
びを重ねていくことにほかならない。
　かつて沖縄本島から真西方向に前島、渡

と

嘉
か

敷
しき

の無人島儀
ぎ し っ ぷ

志布、座間味と漕ぎ渡り、北西方向
の渡名喜島へ。そして渡名喜島から北北東方向
42㎞先の粟国島へとシングル艇シーカヤックで
漕ぎ渡った。沖縄本島から延べ約120㎞の距離
である。
　粟国島はその島の形が、航空母艦が船尾か
ら沈みかけている形をしていて、島の一番高い
位置にある西の岬［筆ん崎］は海面からたったの
70mしかなく、そこから東方向に直線で約3㎞
斜めに下りていくと東側突端の位置にウーグ浜
がある。つまりウーグ浜から西方向3㎞先には
山がなく、3㎞先までほとんどまっ平らな島なの
だ。ここからは、10月の中旬に北西方向地面ス
レスレに大きな蠍

さそり

座がハッキリと見えるのだ。
　その日10月12日は、新月から2日目で空に
は満天の星が輝いていた。もちろん人工的な明
かりは何一つなく、ただ自分が熾

おこ

した焚き火の
灯だけである。
　そんなウーグ浜で焚き火の横に寝転んで空を
眺めていた。夜の8時、360度の満天の星空に
は天の川が天の頂きを南から北へと横切り、そ
の川に添ってイルカ座が泳いでいた。カシオペ
ア座右横のアンドロメダを薄目で覗き込み、天
を横切る流れ星を何十個も数える。西の空一
面に巨大な蠍座がその全体像を現し、アラビア
ン・サーベルの細い三日月を左手でつかまえよ
うとしていた。
　寝転んで天の頂きをズ〜ッと眺めて
いると、天も地もなくなり自分の体が星
空の中に浮かんでいる感覚になってく
る。11時、東の空にオリオン座がいつ
のまにか現れていた。それから遅れる
こと1時間半、真夜中の0
時30分を過ぎたころ、東の
はるか水平線の雲間からシ
リウスが7色の光
でキラキラ輝
き始めた。1時
30分を過ぎた
あたり、約30
度の角度でシ

　僕の夢は、多くの人を僕の歌で幸せにするこ
とです。
　今年開催された第17回日本スカウトジャンボ
リー閉会式直前のフリーパフォーマンスではトッ
プバッターで歌を歌わせてもらいました。
　僕はビーバースカウトから今まで活動を続け
ていて、今回初めてジャンボリーに参加しました。
ボーイスカウトになってからずっと楽しみにして
いたのですが、一緒に行きたかった僕が大好き
なリーダーが、昨年7月6日に病気で亡くなって
しまいました。
　僕はそのリーダーをレジェンドリーダーと呼ん
でいます。フリーパフォーマンスの募集記事を
見て、「そうだ !  これだ !  これでレジェンドリー
ダーをジャンボリーに一緒に連れていってあげ
られる」とひらめき、すぐに応募しました。石川
県珠洲の大地、大きな空のもとで、僕が歌えば、
きっとレジェンドリーダーにも感謝の気持ちが届
くと思ったからです。
　練馬第13団のネッカチーフリングをお守りに、
夕日が沈みかけるころ、僕がお世話になってい
るピアノの加藤麗子先生がこのために演奏して
くださった音が奏でられたとき、一瞬の静寂から
始まり、みんなから拍手をもらって、僕の声が天
高くあがっていくのを感じました。
　大好きなレジェンドリーダーはもういないけれ
ど、僕はひとりでもスカウト活動を続けていける
と勇気をもつことができました。ジャンボリーに
参加し、たくさんのスカウトと友だちになれ、協
力し合い、できることが増えました。
　世界中の人とボーイスカウトで繋がりたい。そ
して、僕の夢である、歌で多くの人を幸せにす
ることをし続けていきます。

弥栄

東 京
僕の夢が叶った17NSJ
練馬第１３団　ボーイスカウト　阿久津 輝
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　19世紀末のベーデン‐パウエル（B-P）の著作からほぼ時の流れに沿って取り上げてきたこの連載のテーマも、20世紀半ばのものとなりました。
　第2次世界大戦が終わった翌々年の1947（昭和22）年5月、後に BS 日本連盟の総長となる三島通

みち
陽
はる

は日本のボーイスカウト運動再建について、「今
度、はじめられるべきスカウトは、純粋のボーイ・スカウトでなければならぬ」と述べています（東京ボーイ・スカウトクラブ発行『ジヤンボリー』誌創刊号）。
　中断していた日本のスカウト運動は戦後再建の道を歩み、スカウティングとウッドクラフト教育の関係を改めて検証する機運も生じました。
　その流れの中で、中村知（連載当時、日本連盟嘱託）は「ウッドクラフトについて」という論考を『スカウティング』誌に寄せました［1966（昭和41）年7・
8月合併号〜12月号］。今号は、スカウトにとってウッドクラフト習得はどのような意義をもつのかを考察したこの連載を取り上げます。〔敬称略〕

スカウティングとウッドクラフト❼

ボーイスカウト日本連盟再建後の

ウッドクラフト教育
中村知

さとる

連載「ウッドクラフトとは」で振り返る、

「ウッドクラフト」の内容
（この連載は、読者の皆さんもともに考えていただけるように、今で
も手に入れることができる資料を基にしています。以下の引用文
は初出誌からではなく、右にあげた参考書籍①からのものです）

　中村はまず、ウッドクラフトとは具体的に何かを
考えます。

　英和辞典で、Woodcraft をひくと、森林（山）

の知識（特に狩猟についての）森林学、木彫り、
木彫り術という訳が出てくる。
　ところが、実は、以上のものをふくめた、ひじ
ょうに広範な森林生活法なのである。木

き こ り

樵法も
あれば測地法もあるし、追跡、忍び寄り、読地
図、方位判定、結索、縛材、開拓術、架橋、動
物、植物、鉱物、天文、野営法など、われわれ
が通常スカウト技術といっているもののすべてを
ふくみ、スカウトとしては手の及ばない高度の専
門的技術までふくめている。探検術もある。そし
て単なる知識にとどまらない。

と述べ、「ウッドクラフトと
いうものは野外生活法
なのである」と、すなわ
ちスキルにとどまらな
いとまとめ、さらに、

　ベーデン‐パウエルは、ウッドクラフトと観察
力、判断力とを、スカウトの資質の第一と第二と
にあげていることに注目せねばならない。これに
次いで、任務に対する忠誠、騎士道、勇気と忍
耐力の三つをあげている。彼が、いかに、ウッド
クラフトおよびそれに伴う観察訓練を、重要視し
て、それをスカウト資質の第一と第二にあげた
かに注目しなければならない。

と、スカウティングとの関連に言及しています。

B-Pならではの
ウッドクラフト教育
　中村はさらにシートン、ベアード、ケファートの
業績を分析します。この３人は、20世紀冒頭のア
メリカで人間性の回復のためのウッドクラフト体
験の重要性を唱えた作家、画家、旅行家。シート
ンとベアードはそれぞれ、Woodcraft Indians、 
Sons of Daniel Booneという野外教育団体を主
宰しており、協力して BS アメリカ連盟を創立しま
した。3人の業績などは『スカウトスキル・セレクシ
ョン』（2016年、日本連盟発行）の「ウッドクラフトと
スカウトスキル」の項を、シートンのスカウティング
については、本連載の③と④を参照してください。

　シートンとダン・ベアードの二人は、画家として
出発し、野生動物に愛情を感じたことが、ウッド
クラフトへの導きとなり、ケファートは、道に迷い、
荒野で暮らす生活の必要からウッドクラフトに入
門したものと考える。そういうちがいからみると、
ベーデン‐パウエルの出発点は、ゴダルミン〔編
集部注:ロンドン西南、B-Pの学んでいた寮制の
学校があった地〕での少年時代の経験が出発
点であり、後年騎兵将校となってその職掌とす
る観察、推理で根をはったと、私は考える。

と述べ、さらに「シートンやダン・ベアードや、ケファ
ートのウッドクラフトは、教育というほどのものではな
かったがベーデン‐パウエルのウッドクラフトは、そ
れが『教育』活動に展開された」と続けます（戦後に
スカウトとして育った方には、あるいはインターネットが

普及し資料や洋書が簡単に手に入る現代では、シートン

などに対する低い評価は、異論があるかもしれません）。

　換言すれば〔ウッドクラフトは〕Scoutingという
新しい教育活動にふ化したのだ。Scoutingとい

中村 知
（なかむら・さとる）

　1893（明治26）年、
愛媛県松山市に生
ま れ る。1929（昭
和4）年、第3回世界
ジャンボリー日本派

遣団に選ばれ渡英。ギルウェル実修所の
スカウト・コースとウルフカブ・コースを
修了して帰国。
　1939（昭和14）年、少年団日本連盟
教務部長、41年からは戦時中の国策団体

「大日本青少年団」で指導的役務に就く
一方で、連盟の財産を継いだ「健志会」の
存続に努めた。戦後は日本連盟の再建に
奔走、1958（昭和33）年、BS 日本連盟事
務局奉仕部長となる。
　その後の日本連盟嘱託時代には、『スカ
ウティング フォア ボーイズ』、『ローバー
リング ツウ サクセス』などの B-P の著作
の翻訳をはじめ、『スカウティング』誌に
スカウト運動、とりわけ信仰奨励に関する
論説を数多く寄せている。仏教徒。作詞
作曲も得意だった。
　1973（昭和48）年、病没。享年80。

中村知「ウッドクラフトとは」

　今号に載せた少し
古めのイラストは、中
村の連載と同じ時期の
『ボーイスカウト　ポ
ケットブック』〔1966
（昭和41）年・日本連
盟発行・定価50円〕
のものです。B6判の

このハンドブックには、わずか128ページの中
に、キャンプやロープワーク、救急法などのス
カウトスキルはもちろん、ちかいとおきて、スカ
ウティングの歴史や特長から、進級課目一覧、
ゲームや歌、プログラム進行のアドバイスなど、
あらゆる項目が詰め込まれていました。解説は
簡潔でしたが、スカウトは「まずやってみて考え
る」、「それでもわからないことは、班長やリー
ダーにどんどん聞く」という心構えのもとで、活
用していたようです。
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　三島総長がスカウティングの「純粋性」を唱
えた『ジヤンボリー』誌は、戦前も東京連合少
年団よりスカウト向けに発行されていました。
その1933（昭和8）年3月号に右のような『日本
少年団教範』（二荒義徳・三島通陽共著　少年団

日本連盟発行）の近刊予告が載っています。宣
伝文には、こうあります。

日本の少年団は日本の少年団教範によつて
訓練せねばならない。いつまでも外国の少
年団教範を参考としている事は世界に誇る
大日本の健児の遺憾とする処である。〔本誌

編集部 : 漢字は新字体に改めました〕

　この前年、日本連盟では、品切れが続いて
いた『少年団教範』〔B-P の「スカウティング・フ
ォア・ボーイズ」の日本で初めての全訳本。1925

（大正14）年発行〕を、連盟発足10周年の記念
として改訂し、一般の出版社より発行したばか
りでした。すでに1931年に満州事変、32年
には上海事変が起き、戦時色がますます濃く

なっていく時
期のことでし
た。『日 本 少
年団教範』と
いう表題の本
は発行されま
せんでしたが、
少なくともこ
のような企画
がすぐに立て
られたのです。
この先、日本
連盟の教育方針もさらに変容し、ウッドクラフ
ト教育の目的も変わってしまうことになります。
　しかし1945（昭和20）年に戦争が終わり、ど
の教育運動が優れているかを自由に論じ、実
践できるようになりました。運動の優劣より、
まずこのことが重要なのではないでしょうか。
改めてスカウト運動が試される時代となったの
です。そして、幸いなことに毎年スカウトが増
える時期を迎えることができたのです。

　中村が描いて連載時に挿入した表。BSのイギリス連盟、アメ
リカ連盟の発足は1910年。S.f.Bは『スカウティング・フォア・
ボーイズ』のこと。ベアードの享年は正確には90。

参考書籍

『先人にまなぶ』「先哲のおしえ」①
鈴木國夫編纂／2016年／ボーイスカウト日本連盟
発行／定価1,400円（税込）

　中村知はもとより、中野忠八
など、日本のスカウト運動を支
えてきた中心的指導者8人の
履歴や遺稿を収録。ボーイスカ
ウトエンタープライズで販売中。

『先人にまなぶ』「歴代総長のおしえ」②
鈴木國夫編纂／2015年／ボーイスカウト日本連盟
発行／定価1,400円（税込）

　初代後藤新平から第7代渡
邉昭までの総長の履歴や遺稿
を収録。ボーイスカウトエンタ
ープライズで販売中。

『先哲のおしえ 中
ち ー や ん

村知にまなぶ』③
鈴木國夫編纂・発行／2017年／頒価1,200円
（税込）

　上記既刊本に収録できなか
った中村の考察を収録。ボー
イスカウトエンタープライズで
取り扱い中。なお、随想集『ち
ーやん夜話集』（1970年刊。絶
版だが茨城県連盟のホームページ
などにアップされている）でも中
村の見識を知ることができる。

■ ダン・ベアードの一冊

　中村の存命していた時
代は、洋書の入手も大変
で、ダニエル（ダン）・ベア
ードについてもあまり知ら
れてはいなかった。この夏、
Dover 社から復刻された、
1918年刊のこの本は、追

跡サインなど、スカウトやアメリカ・インディア
ンが使う信号やサイン、記号などを網羅。100
年前のウッドクラフトだが、街の交通信号や手
話なども入っており、ベアードもスカウティン
グが森の中に留まる教育ではないと考えてい
たことがわかる一冊となっている。ネット書店
では税込1,500円前後で発売。

Daniel Beard “A SCOUT’S 
BOOK of SIGNS, 
SIGNALS and SYMBOLS”

　1950年、日本連盟は国際事務局に再登録を認められました。スカウトの国際組織である
世界スカウト機構（WOSM）には、現在、169の国と地域にある連盟が加盟しています。
　WOSM からは、デジタル版を含めさまざまな教育資料が出版されています。
　ウッドクラフトはその中で、「自然の中での生活（Life in Nature）」として「ちかいとおき
て」「実行によって学ぶ」「小集団の活用」などとともに「スカウト教育法の要素」に取り上げ
られています。
　次号では、この WOSM の資料を基に、現代の「スカ
ウティングとウッドクラフト」について考えてみましょう。

前回の本誌連載（2018年7月
号）の年表中、右端に以下の誤
りがありました。お詫びして訂
正いたします。

⑴	B-P の没年と享年（満年齢）
	 誤 1940 逝去（84歳）
	 正 1941 逝去（83歳）

⑵	シートンの没年
	 誤 1945
	 正 1946（享年は86のまま）

⑶	中野忠八の享年（満年齢）	
	 誤 逝去（66歳）
	 正 逝去（64歳）

う成虫からみれば、その幼虫が Woodcraft な
のである。すなわち、ベーデン‐パウエルのウッド
クラフトはウッドクラフトのままでおしまいになるウ
ッドクラフトではなく、スカウティングに伸びる要素
としてのウッドクラフトである、ということになる。

とまとめ、連載の終盤では、B-P の「最後のメッセ
ージ」に関連して、

 “Rovering to Success” を翻訳するにおよん
で、これ〔B-P の幸福論〕はウッドクラフトが、人
を幸福にさせる一つの方法であること。そして、
その大自然の書いたサインによる『大自然バイブ
ル』の解読ができたら、そこに神の存在とその
恵みを見出すにいたる、という暗示を発見した。

とまで述べています。

　こうして中村は、B-P の教育方針を高く評価し、
奉仕と信仰の精神を視野に入れ、スカウティング

とウッドクラフト習得教育の意義を明らかにし、当
時増えつつあった日本のリーダーたちへ指導指針
を示したのでした。
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2 F
組織・管理部
教育開発部
スカウト用品部
社会連携・広報部
応接室

1 F
スカウトライブラリー
会議室

新スカウト会館 　2018年10月1日（月）、新しい「スカウト会館」をオープンいたしました。東京・新宿駅か
ら約30分のところに位置します。会議室の設備もあり、スカウトライブラリーも近日オープ
ン予定ですので、お近くにお越しの際はぜひお立ち寄りください。

 住   所  	 〒167-0022  東京都杉並区下井草 4-4-3
 電   話  	 03-6913-6262（代表）

 F A X  	 03-6913-6263
  アクセス  	 公共交通機関利用の場合

◦	JR中央線荻窪駅、東京メトロ丸ノ内線荻窪駅の北口より、関東バス
「下井草駅」行（荻10）乗車。「中瀬中学校」下車、徒歩1分。

◦	西武新宿線下井草駅より、関東バス「荻窪北口駅」行（荻10）乗車。
「中瀬中学校」下車、徒歩約2分。

	 徒歩の場合
◦	西武新宿線下井草駅より徒歩約15分、井荻駅より徒歩約10分。

	 ※駐車場はございませんので、公共交通機関等を使ってご来館ください。

WELCOME!

優
秀

最
優
秀

ボーイスカウト PR ムービーコンテスト

入選作品発表 !!
　昨年度より実施している「ボーイスカウト
PR ムービーコンテスト」。今年度も、スカウ
ト活動を楽しく表現している作品ばかりで
した。日本連盟社会連携・広報委員会によ
る厳正なる審査の結果を発表いたします。
　入選作品の映像は、本コンテストの特設
ページからご覧いただけます。
https://www.scout.or.jp/2pmc/
　最優秀と優秀に選ばれた作品の撮影者に
は、パナソニック株式会社にご協賛いただ
いたウェアラブルカメラをお贈りいたしま
す。また、ご応募いただいた皆さまに、参
加賞としてワッペンとステッカーをお贈りい
たします。
　来年度も、皆さまから多くのご応募をお
待ちしております。

　私は美容師をしています。仕事柄、ボー
イスカウト対象年齢前のお母さんたちと話
をすることが多いのですが、「ボーイスカウ
トって知ってる ?」と聞くと、残念ながら答
えは「キャンプ・ハイキング・募金・小学
生」のイメージしか返ってきません。「ボー
イスカウトは子どもが成長の過程で、さま
ざまな体験や経験を通じて仲間と一緒に楽
しく学び、将来社会に貢献できる大人を育
てる活動」ということを多くの方にわかりや
すく伝えるために、この動画を作りました。

静岡・三島第5団　団委員
鈴木 信司
部門・テーマ : イメージ PR・アクティブ

タイトル

ボーイスカウトって何 ?

　今年8月、山梨県西湖で行ったカブ隊の夏舎営でのハ
イキング。そのテーマは「逃げた青龍を探せ !」。
　多感な年代のカブスカウトたちの好奇心に火をつける
ことを目的に、単純なハイキングではなく、青木ヶ原特有
のさまざまな地形や地理を利用しながら、中国の神話で
あり古文にも登場する「青龍」「白虎」「朱雀」「玄武」を
登場させ、推理をテーマとしたハイキングを企画しました。

東京・小平第1団　ボーイスカウト隊副長
高久 秀之
部門・テーマ : スキル・ハイキング

タイトル

青木ヶ原に逃げた「青龍」を探せ !

団が募集するときに使えるような内容になっ
ているところがよかったです。映像の中に夏

と冬があり、季節を考えてちゃんと撮り貯めていたと
ころに工夫と手間を感じました。

ストーリーがあって、ワクワク感
が伝わってきます。最後にオチが

なかったのが少し残念。次回、また最優秀
を目指してください。

ここが

Good!!

ここが

Good!!
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12月は「寄付月間」!!

集めよう ! 書き損じはがき

　「寄付月間（Giving December）」は、寄付により人々の幸せを生み出す
社会をつくるために NPO、大学、企業、行政などが協働で行う、12月1
日から31日までの全国的なキャンペーンです。
　一人ひとりがこの機会に寄付について考えたり、実際に寄付をしてみ
たり、「寄付月間」についてソーシャルメディアで広めたりするだけでなく、
寄付を受ける側が寄付をした人に感謝して、きちんとその使い道を報告
できるようにしたいという考えのもとで活動します。

　ユニセフ募金や災害時の募金などでボーイスカウトが募金箱を持って
街頭に立つことは、実際に集まる募金額以上の「力」となり、いろいろな
ことにつながります。災害が起きた時に何かしたいけれど何をしたら良い
かわからないという人には、募金を通じて「役に立った気持ち」をもっても
らうことができます。このほか、世界中でスカウトと同じ年代の子どもた
ちが貧困や不衛生に苦しんでいることを、募金活動を通じてスカウトや募
金をする人たちが知ることもできます。

　募金活動には、集めた金額以
上の大きな効果があります。そ
こでボーイスカウト日本連盟で
は、この「寄付月間」という機会を
生かし、募金をキーワードに、2
つのキャンペーンを実施します。

　現在、日本では7人に1人の子どもが貧困状態にあるといわれていま
す。ボーイスカウトでは、スカウト活動に参加したくても経済的に参加す
ることが困難なひとり親家庭を応援するために「ともに進もう助成プログ
ラム」を実施しています。この助成金の原資となる「もったいない寄付」で
は、書き損じはがきや使用済み切手等を集めています。隊や団だけでは
なく、皆さんの身近な人や企業、団体へ協力の呼びかけをお願いします。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
❶

描いてみよう !  夢の募金箱
　歩く募金箱、お金を入れると笑う募金箱など、「こ
んな募金箱があったらいいな」を全国から募集しま
す。素敵なアイデアをお待ちしています。もしかす
ると皆さんのアイデアが実際の募金箱になるかも !?
　また、皆さんが実際に作った募金箱の写真も大募
集。どんな募金箱で協力を呼びかけているか、教え
てください。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
❷

全国募金箱調査 !
　「寄付月間」の12月1日〜31日の期間に、全国で
どれほどのボーイスカウトが募金活動を行っている
か調査し、寄付月間推進委員会に報告します。

調査フォームはこちら

https://goo.gl/forms/Wa9SOlStB55a87eE2

詳しくは日本連盟ホームページをご覧ください。

https://www.scout.or.jp/support/moxtutainai/index.html

※キャンペーンの詳細は、日本連盟ホームページをご確認ください。
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日本連盟情報  Nov. 2018

10月上旬までの会議・研修など

全国ボーイスカウト写真コンテスト作品募集
第46回 

■部門 「少年の部」撮影者が中学生以下、「青年・成人の部」撮影
者が高校生以上  ■サイズ サービス判以上四つ切り以下  ■応募方法 

写真の裏に応募用紙を貼って送ってください。 ■審査委員長 田沼武能氏（写真家）  
■主催 公益財団法人ボーイスカウト日本連盟  ■発表 本誌2019年5月号に掲載
予定（入賞者には直接通知します）  ■応募上の注意 ○保護者の方が応募される
際は、お子さんの所属団と隊名、役務に「保護者」とご記載ください。○応募作品は、
2018年1月以降に撮影した未発表のもので、肖像権を有する人物および建築物な
どが写っている場合は、応募に際し、権利者（未成年の場合はその保護者）の了承
を得てください。なお、被写体となった方の個人を特定できないよう、名札類や団号
章などは画像に処理加工を施す場合があります。 ○応募作品は返却いたしません。 
○データのみの応募は受け付けできません。 ○入賞作品は、データの提出をお願い
しますので、必ず連絡のとれるメールアドレスや電話番号をご記載ください。 ○応募
作品は、入賞発表のほかに日本連盟の印刷物等に掲載することがあります。  ■応
募先 公益財団法人ボーイスカウト日本連盟事務局 社会連携・広報部

【締め切り／2019年2月28日（木）当日消印有効】

　全国ボーイスカウト写真コンテストも、今回で46回を数
えることとなりました。仲間と一緒にスカウト活動を楽しん
でいる様子を写真に収めてご応募ください。たくさんのご
応募、お待ちしています。

テーマ／ボーイスカウト
サブテーマ：｢笑顔｣ ｢野外活動｣「友情」　※少年の部はテーマ自由

※点線で切り取って、写真の裏に貼ってお出しください（コピー可）。【応募用紙】

✃

第46回 全国ボーイスカウト写真コンテスト 応募
部門 少年の部 ・ 青年成人の部

タイトル

（フリガナ） 年齢

歳

住所  〒
都 道
府 県

市 区
郡名前

連
絡
先

電話番号 メールアドレス

作品についてのコメント

ボーイスカウト加盟員は記入

登録番号 :　　　　　　　　　　　所属 :　　　　　　第　　　団　　　　隊　　役務

2/28（木）しめきり

6月

	15日	（金）	●	100周年記念史編纂委員会（第10回）
	16日	（土）	〜	17日（日）
			   ●	第17回日本スカウトジャンボリー実行委

員会（第12回）
			   ●	全国防災キャラバン2018（奈良）
	17日	（日）	●	第17回日本スカウトジャンボリーサブキャ

ンプチーフ会議（第5回）
			   ●	全国防災キャラバン2018（茨城）
			   ●	全国防災キャラバン2018（和歌山）
			   ●	全国防災キャラバン2018（徳島）
	20日	（水）	〜	24日（日）
			   ●	リーダートレーナーコース第37期
	20日	（水）	〜	26日（火）
			   ●	アジア太平洋地域防災セミナー（韓国）
	23日	（土）	●	合同常設委員会（全体会）
			   ●	プログラム委員会（第2回）
			   ●	指導者養成委員会（第2回）
			   ●	国際委員会（第2回）
			   ●	社会連携・広報委員会（第1回）
			   ●	「セーフ・フロム・ハーム」・安全委員会（第

2回）
			   ●	信仰奨励委員会（第1回）
			   ●	中途退団抑止特別委員会（第1回）
			   ●	第17回日本スカウトジャンボリー配給・

食堂専門部会（第6回）
	23日	（土）	〜	24日（日）
			   ●	団支援・組織拡充委員会（第1回）
	26日	（火）	●	「大和の森 高萩スカウトフィールド」の

活用等に関する協議会（第2回）
	27日	（水）	●	第17回日本スカウトジャンボリー信仰奨

励プログラム打ち合わせ会（第5回）
	28日	（木）	●	スカウトと社会をつなぐ場所（第10回）
	30日	（土）	●	第17回日本スカウトジャンボリー広報専

門部会（第4回）
	30日	（土）	〜7月1日（日）
			   ●	RCJ Re:Quest 実行委員会（第4回）

7月

	 1日	（日）	●	日本連盟ディレクター会議（第2回）
			   ●	スカウトソング特別委員会（第1回）
	 3日	（火）	●	運営会議（第4回）

	 7日	（土）	●	第24回世界スカウトジャンボリー派遣実
行委員会（第3回）

			   ●	第17回日本スカウトジャンボリープログ
ラム専門部会（第7回）

			   ●	第17回日本スカウトジャンボリー輸送専
門部会（第5回）

	14日	（土）	〜	15日（日）
			   ●	RCJ運営委員会（第2回）
	14日	（土）	〜	16日（月）
			   ●	茨城県委託事業  NEALリーダー養成

講座
	15日	（日）	〜	16日（月）
			   ●	第17回日本スカウトジャンボリー会場運

営専門部会（第3回）
	22日	（日）	●	全国防災キャラバン2018（北海道）
			   ●	全国防災キャラバン2018（静岡）
	22日	（日）	〜	8月26日（日）
			   ●	スカウト・オーストラリア短期留学派遣
	23日	（月）	●	臨時理事会（第2回）
	31日	（火）	〜	8月7日（火）
			   ●	第5回韓国国際パトロールジャンボリー

派遣

8月

	 1日	（水）	〜	8日（水）
			   ●	CJKベンチャープロジェクト派遣（台湾）
	 4日	（土）	〜	10日（金）
			   ●	第17回日本スカウトジャンボリー
	17日	（金）	〜	23日（木）
			   ●	第14回台湾ローバームート派遣
	18日	（土）	〜	19日（日）
			   ●	茨城県委託事業  親子キャンプ
	23日	（木）	〜	26日（日）
			   ●	RCJ　Re:Quest
	25日	（土）	●	茨城県委託事業  高萩スカウトフィール

ドまつり（茨城DAY）
	30日	（木）	●	全国防災キャラバン特別編

9月

	 1日	（土）	〜	2日（日）
			   ●	スカウト教育推進会議（第2回）
			   ●	全国防災キャラバン2018（千葉）
	 2日	（日）	●	全国防災キャラバン2018（岐阜）
			   ●	全国防災キャラバン2018（愛知）

			   ●	全国防災キャラバン2018（兵庫）
			   ●	全国防災キャラバン2018（大阪）
			   ●	全国防災キャラバン2018（香川）
			   ●	全国防災キャラバン2018（大分）
	 4日	（火）	●	運営会議（第5回）
	 8日	（土）	●	名誉会議（第1回）
			   ●	全国防災キャラバン2018（福岡）
	 9日	（日）	●	団支援・組織拡充委員会（第2回）
			   ●	全国防災キャラバン2018（兵庫）
			   ●	全国防災キャラバン2018（岡山）
	11日	（火）	●	100周年記念誌編纂委員会（第11回）
	14日	（金）	●	財務委員会（第3回）
	16日	（日）	●	第24回世界スカウトジャンボリー派遣実

行委員会（第4回）
			   ●	安全促進フォーラム（東京会場）
			   ●	全国防災キャラバン2018（大阪）
	16日	（日）	〜	17日（月）
			   ●	日本連盟ディレクター会議（第3回）
	17日	（月）	●	スカウトの日（全国各地）
			   ●	全国防災キャラバン2018（埼玉）
	21日	（金）	〜	24日（月）
			   ●	ウッドバッジ実修所BS課程第196期
	22日	（土）	〜	24日（月）
			   ●	茨城県委託事業  NEALインストラクタ

ー養成講座
	23日	（日）	●	全国防災キャラバン2018（愛知）
	29日	（土）	●	安全促進フォーラム（岐阜会場）
	30日	（日）	●	全国防災キャラバン2018（山形）
			   ●	全国防災キャラバン2018（富山）
			   ●	全国防災キャラバン2018（沖縄）

10月

	 1日	（月）	●	新スカウト会館オープン
	 2日	（火）	●	運営会議（第6回）
	 5日	（金）	〜	8日（月）
			   ●	ウッドバッジ実修所BS課程第197期
	 7日	（日）	●	共済運営委員会（第3回）
			   ●	全国防災キャラバン2018（福島）
			   ●	全国防災キャラバン2018（埼玉）
			   ●	全国防災キャラバン2018（鳥取）
			   ●	全国防災キャラバン2018（愛媛）
			   ●	全国防災キャラバン2018（宮崎）
	 8日	（月）	●	全国防災キャラバン2018（群馬）
			   ●	全国防災キャラバン2018（千葉）
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■	本誌2018年9月号30頁の
	 掲載写真について

　前号（ジャンボリー特集号）において、「手旗の紅白を左右逆に持っている写真が載っている」とのご指摘をいただきました。編集にあたり、不注意がありま
したことをお詫び申し上げます。

公益財団法人ボーイスカウト日本連盟
『スカウティング』2018年11月号 No.728  平成30年11月1日発行（奇数月1日発行）
発行 公益財団法人ボーイスカウト日本連盟　〒167-0022 東京都杉並区下井草4-4-3　https://www.scout.or.jp

『スカウティング』は、全国のボーイスカウト指導者（隊指導者、団委員、スカウトクラブ構成員、地区・県連盟・日本連盟役員）
に1冊お送りしています。加盟登録住所にお送りしますので、住所の誤り、変更がある場合は団での登録住所変更の手続きをお
願いします。登録システムに伴い、①4月〜8月に新規、追加登録申請が承認された場合：5月号から当該月号を同封にて送付（例：
8月承認の場合は9月号に5月号、7月号を同封）　②9月〜翌年3月に登録申請が承認された場合：11月号から当該月号を同
封にて送付。9月以降の「追加登録」で、5月号〜9月号をご希望の場合は、日本連盟事務局社会連携・広報部にご相談ください。
バックナンバーの在庫がある場合はお送りいたします。発行月の前月10日以降は、送付作業工程に間に合わないため、当該月
号は次号に同封されます。なお本誌の購読料は、登録料に含まれています。上記以外の方も別途購読いただくことが可能です。
詳しくはボーイスカウト日本連盟ホームページ https://www.scout.or.jp から、スカウティング誌のページをご覧ください。
Ⓒ公益財団法人ボーイスカウト日本連盟　2018　写真、イラスト、記事のコピー・複製・転載を希望される場合は、日本
連盟事務局社会連携・広報部（代表 TEL：03-6913-6262）までご連絡ください。

なんでも応募先

公益財団法人ボーイスカウト日本連盟事務局『スカウティング』投稿係
〒167-0022 東京都杉並区下井草4-4-3
電話 03-6913-6262（代表）  FAX 03-6913-6263  Ｅメール scouting@scout.or.jp

https://www.scout.or.jp日本連盟ホームページ

投稿規定／本誌では読者の皆さまからの投稿を常時受け付けています。投稿が掲載された
方には、掲載誌と記念品をお送りしています。投稿は、文字数400字で写真3枚を目安に
してください。新聞掲載記事は、新聞名、掲載日を明記してください。なお、お送りいただ
いた写真や新聞記事は原則として返却しませんのでご了承ください。お送りいただいた投稿
は、抜粋しての使用や一部を編集させていただく場合があり、また掲載できない場合もあり
ます。あらかじめご了承ください。たくさんの投稿をお待ちしております。

2019年。日本連盟創立100周年まで3年となる新たな年の
始まりです。毎年恒例の新春名刺交換や理事長、日本連盟コ
ミッショナーの新春メッセージなどを予定しております。

お正月特大号
次号予告 次号の『スカウティング』は、2019年1月1日発行

2019

1
No.729

■	規　格：1口　24ミリ×62ミリ（横型）
※原稿は、お名前の他に住所等の連絡先、役職名または、15字

程度のメッセージとします。

■	掲載料：1口 8,000円（消費税込）
■	締め切り：2018年11月16日（金）必着
■	原　稿：

E メール・FAX・郵送でお送りください。お申し込みは最大 66
口（1頁33口×2頁／見開き）まで承ります（書体の指定はご容赦くだ
さい）。なお、自筆（毛書体など）原稿をそのまま掲載することやイ
ラスト、ロゴ等の挿入が可能です。ご希望の方は規格サイズのデ
ータを作成の上、ご送付ください。デジタルデータの場合はご相
談ください。

謹賀新年　今年もよろしく
ボーイスカウト□□□□連盟◯◯◯◯地区

委員長 鈴 木 一 朗
〒167-0022　東京都杉並区下井草4丁目4番3号

tel 03-6913-6262　E-mail scouting@scout.or.jp

■	送金方法：次のいずれかの方法でお送りください。
 郵便振替

00130-1-56119  公益財団法人ボーイスカウト日本連盟
 銀行振込

三菱 UFJ 銀行	 春日町支店	 普通預金 №0383873
みずほ銀行	 本郷支店	 普通預金 №2855005
※いずれも、口座名は「公益財団法人ボーイスカウト日本連盟」
 現金書留

「名刺交換」と明記の上、日本連盟　社会連携・広報部宛にご送付
ください。
※郵便局または銀行が発行する受領証をもって領収書にかえさせ

ていただきます。特に領収書が必要な場合はご連絡ください。
■	お申し込み・お問い合わせ先：

公益財団法人ボーイスカウト日本連盟事務局  社会連携・広報部
〒167-0022　東京都杉並区下井草4-4-３　
TEL 03-6913-6262（代表）／ FAX 03-6913-6263
E メール scouting@scout.or.jp

新春 名刺交換のご案内
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　いつも機関誌「スカウティング」をご愛読いただき厚くお礼申し上げます。
　さて、来年も「スカウティング」1月号に、恒例の「新春 名刺交換」のページを設けます｡ お名前のほか、15字程度のメッセージを添
えることもできますので、全国のスカウト指導者の皆さまへの年始のご挨拶として、年賀状代わりにぜひご利用ください。皆さまのお申
し込みをお待ちしております。

全国のリーダーに新年のご挨拶を！

デジタル配信しています !

ID: scouting-magazine
PASS: sonaeyotuneni
URL: https://www.scout.or.jp/scoutingmagazine/issue/

　機関紙「スカウティング」
のデジタル版（PDF）を、読
者の皆さんを対象に配信し
ています。デジタル版は、
文字もそのままコピーでき
ますので、さまざまな資料
に、より簡単に引用できる
ほか、タブレット端末など
に入れ、いつでも読むこと
ができます。
ぜひご利用ください。
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11月上旬オープン（予定）

7年間ご愛顧いただきました東京・文京区本郷のスカウトショップは、スカウト会館の移転に伴い、移転することとなりました。

新しいスカウトショップは「SCOUT SHOP TOKYO」に名称を変更し、心機一転さまざまなことに挑戦していきます。

グランドオープンの際には特別記念品やセールなども計画していますので、ぜひお越しください。

SCOUT SHOP TOKYO
167-0043  東京都杉並区上荻1-24-21 協立第51ビル 3F

正式なオープン日程、その他詳細は上記 URL もしくは QR コードを利用して、ホームページをご覧ください。

https://www.scout.or.jp/scoutshop/index.html

SCOUT SHOP, Scout Association of Japan.
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